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昭和47年4月10日 第26号

理
事
長
に
高

田
秀
二
氏
再
選

賑
や

か

だ

っ
た
メ
キ
シ

コ
大
統

領
昼
食

会

.二
月

十

日
快粥
四
回
へ
吾
只
総
ム
罫
が

開

か
れ

た
、
総

会

は
会

員
社

の
代
表

虫

た

は
代
表

代

理
者
[
の
…出
席

で
催

さ
れ

・勺
も

の
だ
が
、

出
席

さ

れ

た

か
た
が

た
は
熱

心

に
総

会
行

事

に
参
加

さ

れ

た
。
規

約

の
改

正

は
、

こ

れ
ま
で

目

本

記
者

ク
ラ
ゾ
を

構

成

し

て

い

る
各
社

を

〃
会

員
”

と
呼
称

し

て

い
た

の

を

〃
覧拡
口貝
”

に
改

め
た
の
が
・土
要

占
触
だ

っ

た
..

こ
れ

は
、

会
員

と

い
う

と

〃
ク

ラ
ブ

所

属

の
メ

ン
バ

ー
各
個

人
”

と

混

同

さ
れ

が
ち
だ

か

ら
・で
、

こ
れ
か
ら

は

〃
会

員
”

社

の

こ
と

を

〃
社
員
”

と
し
、

従

来

〃
ク

ラ
ブ
員

”

と
呼

称

し
て

い
た

の
を
会

員

と

改

め
る

こ

と

に
な

っ
た
も

の
で

あ

る
。

す

な

わ
ち
、

A
マ
後

は

11
会
員
総

会

”

で
は
な

く

〃
社

員

総

会
”

と
呼

ば
れ
、

ク

ラ

ブ
員

懇
親
会

な

ど

は

〃
会

員
懇
親

会

”

な

ど

と

呼

ば

れ

る

こ
と

に
な

る
わ
け

だ

.
そ

れ
と

も

う

ひ

と

つ
規

約

の
付

則

改

正

で
、
純
然↓凹 【111融 会第

た

る
個

入
会
員
制

が

設

け

ら

れ
、
社

員
社

の

O

B
な

ど

に
適

用

さ

れ

る

こ
と
が
報
告

ヤ、一
れ

た
C

四

人
の
個

人
会

員

誕

生

こ

の
個

人
会
員
制

は
付

則

が

一
月
理

事

会

で
改

正
距、}れ

て
か

ら
発

効

し

て

い
る

の

で

、
総

会

前

日

の
九

口
理

事
ム
酉
で
、

四

人

の
個

入
会

員
が
承

認

さ

れ
.

四
月

か
ら

ク

ラ
。ツ
卸D
事

へ
の
参
'加

が

烈
四
め
・b
れ
へに
。

ム
ム

員

の
み

な
さ

ま

の
お

知

り
合

い
で
、
入

会

を

希

望

さ
れ

る
か
た

(
現

在
報

道

関
係

の

仕

事

に
た
ず
さ

わ

っ
て

い
る

こ
と
を
要

件

と

す

る

)
が
あ
れ

ば

、
事

務

局

に
ご
連

絡

く

だ

さ

れ
ば
、
人
会

巾

し
込

み
書

な

ど
必

要

赦
目類

を
お
届
け

す

る

こ
と

に
な

っ
て

い

る
。役

員

改

選

で
は
、
理
事

新

顔

社

と

し

て
、

新

潟

、

河

北
、
徳
島

の

三
社

と

、
監
事

と

し

て
北

海

道
新
聞
社

と
朝

日
放

送

の

二
社

が

選

ば

れ

た
。
ま

た

理
事

長

に
は
.

こ

¢

一
月

か

ら
選
ば

れ

て

い
た
共

同

の
一局
田
秀

二
氏

が

再
選
さ

れ
た

。

委

員

会

で

は
、

こ

れ

ま

で
総
務

委

員

会

の
管

轄
下

に

あ

っ
た

会
報

委
員
会

が
企

画
委

員

会

の
下

部
機

関

に
移

さ

れ
た

の
を

は
じ

め
、
新

し
く

大

阪

に

二
人

の
企

画

委
員

を
お

く

こ
と
が

き

ま

り
、

理
事

長

か

ら
共

同
通

信
支
社

長

の
堀

義
明

氏

と
毎

日
放

送

の
真

崎
貞
夫

氏
が

指

名

さ

れ
た
..

一.一月

の
ク
ラ
ブ

行
事

で
は
、

十

….一日

に

開

か
れ
た

メ

キ

シ

コ
の

エ
チ

ェ
ベ
リ

ー

ア

大

統
領

の
昼
食

会

が
盛
況

た

0
た

。
大

統

領

の
昼
食

八
∬
は

コ
ン
ゴ

の
七
ブ

ッ
氏

に

っ

い
で

二
回

目

で
、

同
行
者

は
.二
名

の
大

臣

は

じ
め

七
十

五
人

(
う

ち
新

聞
記

者

四
レ

人
)

と

い
う
賑

や
か

さ

.
ク
ラ
ブ

側

は

こ

れ

に
対

L
て

五
十
名

の
川
席

は

ち

ょ

っ
と

さ

び
し

か

っ
た
が

、
内
容

は
き

わ

め

て
充

実

し
て
お

り
、
質

疑

応
答

も

活

発

だ

っ

た
、

メ
キ

シ

コ
側

の
テ

レ
ビ

や
カ

メ
ラ

マ

ン
が
大

い
に
活
動

し
、

日
本
側

の
質

問

ぶ

り

や
日
本

語

で

メ

モ
を

と
る
模
様

を
.取
材

す

る
る
な

ど
、

1/
取

材

の
取
材

”

揚

面

が

展
開

さ
れ

た
。

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
会
員
数

会

員

社

会

員

数

四
月

一
日
現
在

=
一ゴ
ニ
社

八
八

一
名

(1)



昭和47年4月10日 第26号

財 産 目 録

B碧茉匹46臼三12月31日 頭目了「1=
「

1資 産 の 部

科 卜1金 額1

繰越剰余金の部2円

暴行預恕 覇
1仮 払 金;100

,000・
:立 替 金123

,100

未 収 会 費12、4,。 。。

敷 金17,439,520

有 価 証 券1300,000

特 別 積 立 預 金11,18715141

退 職 搬 預 金 1584.・721

ノ」、 言1・20,512,371ト:

縄 通糊 産の部1

什 器
1

...L .

小 ・… ・・584,・・31

負 債 の

科 口

仮 受 金

特 別 積 立 金

退 職 積 立 金

チ ケッ ト預 り金

繰越剰余金現在高1

(当 期 剰 余I
I
I

部

金 額

円

30,0001

11,187,5141

584,072

119,360

8,591,425

1,580,333)

小 計

1.

瓦58転5431

。_現 在 高

20,5ユ2,371

1,584,543

合計

財 産

小 計1・ 嵩 ・43

期末正味財産現在高10,175,968

目 録 内 駅

繭
鱗
菟
錨
誤
葬
ヰ
蟷
塒
)

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
第
四
回
会
員
総
会
は
、
出
席
社

四
〇
、
委

任

六
四
、
計

一
〇
四
会
員

の
出
席
を
も

っ
て
成
立

(定

足
数
九

一
)
、
商
田
理
事
長
司
会

の
も
と
に
開
か
れ
、
昭
和

46
年
度
事

業
報
比
口
(ム
試
報
25
号
、
22
～

24
ペ
ー
ジ
参
昭
…)
、
決
箪
[報
出
口、

昭
和

47
年
度
予
算
報
告

(
別
掲

)
が
行
な
わ
れ
た
後
、
議
題
に

・ ・ 降 劉

現 金

銀 行 預 金

仮 払 金

立 替 金

未 収 会 費

敷 金.

有 価 証 券

特別準備積立預金

退職準備積立預金

仮 払 金

特 別準備積立金

退職準備積立金

チ ケ ッ ト預 り金

什 器

75,776

588,389

100,000

23,100

214,000

7,439,520

300,000

11,187,514

584,072

30,00G

11,187,514

584,072

119β60

1,584.543

備 考

手元現金

三和日比谷,住 友目比谷支店

クラブ運営資金

春日委員長昼食会費他未収分

未収会費12社

帝国ホテル借室敷金

電話債券

東洋信託銀行銀座支店

住友銀行口比谷支店

1-3月 会費預 り一社

特別積立金

退職金積立

チケット預 り金

事務机他64件

第

四

回

総

会

は

い
り
、
別
記

(
4
～

5
ペ
ー
ジ
参
照
)
規
約
改

正
を
承
認
、

付
則

改
正
の
報
告
が
あ

っ
た
。

つ
い
で
役
員
改
選

に
は

い

っ
た

が
、
改

選
の
方
法
に

つ
い
て
議
長

】
任

の
発

言

が
あ

っ
た
の

で
、
高

閏
理
事
長
か
ら

「役
員
選
考
委
員
会
を
設
け
て
役

員
を

推
薦

し
て
も
ら
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
の
提
案
が
出

さ
れ
全

員
了

承
、

つ
ぎ

の
六
会
員
が
選
考
委
員
に
指
名
さ
れ
た
。

斎
藤

栄

一
(毎
日
新

聞
)
、
渡
辺
喜
久
雄

(北
海
道
新

聞
)

稲
.兀
寛
介

(神
戸
新

聞
)、
高
田
景
次

(
秋
田
魁
新
報

)

橋
本

博

(東
京
放
送

)、
江
尻

進

(
日
本
新
聞
協
会
)

久
野

泉江
尻

杉
山

監
事

鈴
木

田
村

英

二
(
北
海
道
新
聞
社
)

恭

一
(
朝
日
放
送
)

昌
輝
(
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
)

毅

一
(
日
本
教
育

テ

レ
ビ
)

進
(
日
本
新
聞
協
会
)

一
男
(
目
本
民
間
放
送
連
盟
)

二
階
堂
義
孝
(
河
北
新
報
社
)

川
原

正
人
(
口
本
放
送
協
会
)

橋
本

博
(東
京
放
送
)

松
本
幸
輝
久
(
日
本
テ
レ
ビ
放
送
網
)

渡
辺

斎
藤

原武
山

石
黒

堀
田

藤
本

杉
本

吉
田

誠
毅
(
朝
日
新
聞
社
)

栄

一
(
毎
日
新
聞
社
)

四
郎
(
読
売
新
聞
社
)

泰
雄
〔
ロ
本
経
済
新
聞
社
)

英

一
(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
)

一
郎
(
中
日
新
聞
東
京
本
祉
)

有
典
(
時
事
通
信
社
)

清
(
徳
島
新
闇
社
)

恭
〔
新
潟
日
報
社
)

選
考
委
員
は
た
だ
ち
に
別
室

で
協
議

の
結
果
、

つ
ぎ

の
理
事

十

八
名
、
監
事
二
名
を
選
考
、
斎
藤
委
員
か
ら
総
会

に
報
告
、

全
員
異
議
な
く
承
認
さ
れ
た
。

つ
い
で
直
ち
に
新
理
事
会
が
別

室

で
開
か
れ

(
第
24
回
理
事
会

記
録
参
照
)
、
新
理
事
長
に
高

田
秀

二
理
事
を
再
選
し
た
旨
、
原
理
事
か
ら
総
会
に
報
告
、
最

後

に
高

田
理
事
長
か
ら
、
総
務
、
企
画
各
委
員
会
委
員

の
委
嘱

(
4
ペ
ー
ジ
参
照
)
と
あ

い
さ

つ
が
あ

っ
て
閉
会
し
た
。

理
事
長

高
田

秀
二
(
共
同
通
信
社
)

理
事

(2)



昭和47年4月10日 第26号

予 算

自il召1…047年 ・1月1目

至 昭 和47年12月31ii

科 目 予 算 額

収 入 の 部

会 費 収 入38,1721000

社 員 基 準 会 畳15,960,000

個 入 会 費22、212,000…

貸 室 収 入900,000

雑 収 入210,000

 

預 金 利 息17,5001

赤 電 話 ・手 数 料 ほ か10,000:

収 入 計39,282,000.

収 出 の 部

運 営 ・費21,528,000

借 室 料16,032,000

会 議 費144,000:

事 業 費2,400,0001

会 幸艮 発 そ予 費1,392,000

管 理 費.840,000

f十 器{庸 匹冒1費600,000

運 営 雑 費i120,000

事 務 関 係 費13・720,000

通 信 費1,320,000

交 通 費180,000

印 刷 費1,080,000

消 耗 品 費240,000

錫 酵難:lll:1器
事 務 雑 費180・000[

総会,懇 親会費480,000
_1-_..

人 件 費

給 料

賞 与 他諸 予・当

厚 生 費

諸 積 立 金

予

.支 出 計

10,248,000・

5,436,000

4,692,000

120,000

2,220、OOO.

特 別 積 立 金1,800,000

退 職 積 立 金420,000

{蒲 費1,086,000

39,282,0001

科

収 入 の 部

会 費収 入

会貝社基準会費

個 入 会 費

雑 収 入

預 金 利 息1

そ の 他1

収 入 計

収 出 の 部

運 営 費

借 室 料

会 議 費

講 演 会 費i

会 報 発 行 費!

管 理 費

fi一器 備 品 費

運 営 雑 費

事務開係費

通 信 費

交 通 費

「…ij昂Ij望 絶

消 耗i品 費

会員証 作 成 費

事 務 委 託 費

事 務 雑 費

総会,懇 親会費

人 件 費

給 料1

賞 与 諸 手 当

厚 生 費

諸 積 立 金
、1

特 別 積 立 金

退 職 積 立 金

予 備 費

支 出 計

収 支 計 算 書 お よ び 内 訳

自1陛{下046`卜1♪11口
至 昭 和46年12月31}.1

〈印=赤'十:

・ レ 僻 細 ・・鵬 額 隔 比増減

39β36,…3&383,。 ・・[A953・ …

1

ll::ll:lllll:誌1:認II盆

180,000214,517

172,399

!142,188.

1[

39,516・000… 旧 ・597・517[△

11
11

1

18,132,00017,033,944i

、2,72。,。o。12、4・8,22・1

500・0001

453・000i

34,517

252,000144,530
1

2,400,0001、843,147

1,200,0001,224,770△

240,000673,652△

1'豊1:llll611:1;1`器:::1

1
3・660,0003・385・5861274・414

1,200,0001,124,92675,074

180,000158,53321,467

1,080,0001,081,164△1,164

300,000128,791171,209

120,000109,55010,450

600,000600,0000
 

180,000182,622.2玉2,622

990,000451,379.538,621.

1-

8,459,4008,915,9251△456,525
   ヒ

1:1器:器1「:儲1…食1:::翻
122,400ユ25,405.△3,005

1

7,520,4007,520,400.0

7・2・q・0・レ ・2・α・・0α

320,400.320,4000

754,2000754,200

139,516,000.37・307・2342・208・766

ロ
918,4831

1

1,098レ0561

301,780

107,470

556,853

24,770

433,652
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昭和47年4月 書0日 第26号

日本記者クラブに関する規約付則2
会 費 基 準

会費は社員基準会費を月額1万 円 とし,こ れ を以 っ

て会員として2名 の登録を行なうことができる。

それ以外 の社員会員については1名 にっき月額3,000

円とす る。会費は腿 が各月末 までに一括払い込む も

の とする。 ただ し入会輩1堕②¢)債人会量ρ 会費は月額

a巫g旦円 とし,各 自3か 且分ず2全 量 前納するもの

ζ圭 る。会 費璽滞納瑳3か 月以上になった時は,理 事

会の議決 を経て注意を喚起 し,6か 月以上におよびた

る時は除名す ることができる。

旦室 記者 クラゾ}⊆醜 規麹付則2
会 費 基 準

会費は会員社基準会費を月額1万 円とし,こ れ を以

ってクラブ員 として2名 の登録 を行な うこ と が で き

る。

それ以外の登録 クラブ員にっいては ユ名につき月額

3.000円 とする。

会費は,会 員社が各月末までに一括払い込むものと

す る。

会員社の会費分担金 の滞納が3か 月以上になった時

は,理 事会の議決 を経 て注意を換起 し,6か 月以上に

およびたる時は除名することができる。

ノ ル ウ ェ ー 大 使 館 か ら の お 知 ら せ

本年11月 ノル ウェーの首都オセロで世界初の試みである科学技術国際展 「ノウノ・ウ72」 が開催 され ま

す。

これに関連 して・同組織委員会のプロジェクト・マネージャーMr .HarkonFr.SverdruPが 来口し

下記の要領 で記者会見 を行ないます。

日 時4月12口(水)午 後2時 ～4時

場 所 日本記者クラブ別室

使用言語 英語,日 本語

総

務

委

員

渡

辺

誠
毅

(朝
日
新
聞
社

)

斎
藤

栄

一
(
毎
日
新
聞
社

)

原

四
郎

(
読
売
新
聞
社
)

武
山

泰
雄

(
日
本
経
済
新

聞
社
)

石
黒

英

一
(
サ
ン
ケ
イ
新

聞
祉
)

吉
井

勝

人

(
京
都
新
聞
社
)

川
原

正
人

(
口
本
放
送
協
会
)

久
野

昌
輝

(
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
)

江
尻

進

(
日
本
新
聞
協

会
)

杉

山

一
男

(
日
本
民
間
放
送
連
盟
)

企

画

委

員

小
島

章

伸

(
日
本
経
済
新

聞
社
)

曾
我

興

三

(
サ
ン
ケ
イ
新
聞
社
)

勝
田

洋

(
西
日
本
新

聞
社
)

岸
本

弘

一
(
時
事
通
信
社

)

緒
方

彰

(
目
本
放
送
協
会
)

高
橋

照
明

(東
京
放
送
)

堀
田

一
郎

(
中
日
新
聞
東
京
本
社
)

泉

毅

一

(
日
本
教
育

テ

レ
ビ
)

山
田

年

栄

(
日
本
新

聞
協

会
)

(
大

阪
担
当
)

堀

義

明

(
共
同
通
信
社
)

真
崎

貞
夫

(
毎
日
放
送
)

(
国
際
小
委
員
)

河
村

欣

二

(
朝
日
新
聞
社
)

石
塚
俊

二
郎

(
毎
口
新
聞
社

)

水
上

健

也

(
読
売
新
聞
社
)

下

田

進

】
(
共
同
通
信
社
)

岩
立

一
郎

(
目
本

テ

レ
ビ
放
送
網
)

笠
置

正
明

(
日
本
新
聞
協
会
)

(
会
報
小
委
員
)

中
沢

大
森

浅
野

栗
木

坂
本

土
井

官
本

渡
辺

酒
井

斉
藤

木
下

石
田

菖吉
田

小
島

鶴
田

鍋
島

道
明

(読
売
新
聞
社
)

建
道

(
口
本
民
間
放
送
連
盟
)

修

(
日
本
新
聞
協
会
)

名
儀
変
更

欽

一

哲
郎

泰
彦隆

濫
次

新
二

忠
夫

健
二精

直
次

敏
男

章
伸

卓
彦

高
明

佐
々
木
孝
二

石
本

清
夫

吉
田

安
伸

江
藤

友
彦

東
京
新
聞
産
業
開
発
部
次
長

フ
ジ
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
部
長

〃

取
材
部
副
部
長

〃

ニ
ュ
ー
ス
部

共
同
通
信
社
常
務
理
事
兼

編
集
主
幹

〃

編
集
局
長

〃

編
集
局
総
務
兼
整

理
本
部
長
兼
企
画
委
員
室
長

〃

編
集
局
総
務

新
潟
放
送
常
務
取
締
役総

務
局
長

口
本
経
済
新
聞
顧
問

''〃〃〃〃〃〃〃

編
集
総
務

〃

編
集
局
次
長
兼

経
済
部
長

商
品
部
次
長

科
学
技
術
部
次
長

産
業
第
二
部
長

流
通
経
済
部
次
長

産
業
第

一
部

(4)



昭和47年4月10日 第26号

日本記者 クラブ規約付則改正部分

(昭 和44年10月30日 制 定,45年12月10口 改.ID

第5条(会 員社お よび会員社代表者)

〔1}会 員は原則として(社)日 本新聞協会または(杜)

日本民間放送連盟加盟社の希望仕をもって構成す

る。

代表者およびその代理者各1名 を届け出るものと

す る。

以下第6,7,8,

第7条(総 会)

α}総 会は第5条 に定める会員社代表青またはその

代理者 をもって構成する。

③

3.会 員社の入退会および除名

第8条(理 事会 ・理事長)

(1)総 会において会員社代表者……

4.前 各号のほか理事長が'已・要 と認めて付議 した

事項

④ 監事はっ ぎの事項の職務 を行な う。

監事は理事会に出席 して意 見を述べることがで

きる。

1.

2.

3.

4.

② 韻 社は自肋 登録クラ唄 のうちカ'ら鰍 の 「

(昭和47年3月10R改 正)

傍線の部分が改正,追 加部分

第5条(社 員)

ω 仕愚は原則 として(社)日 本新聞協会,(社)日

本民間放送連盟,お よび両団体加盟社の希望社を

もって構成す る。

② 祉員は 自社の会員の うちから自社の代表者お よ

びその代理者各1名 を届け出 るもの とす る。

9条 の(登 録)ク ラブ員を会員,会 員社 を社員に変更す る.

第11条(会 計年度および会費)こ のクラブの会計年度

は毎年1月1日 に始 ま り,12月31日 に終 る。 ク

ラブの会費は別に定 める会費某準に したがい,

会員社 を単位 として徴収す る.

第7条(総 会)

(1〕 総会は第5条 に定 める社員 をもって構成する。

(以下岡文)

{3〕

3.社 員の入退会お よび除名

第8条(理 事会 ・理事長)

〔D総 会において社員代表者……

4.前 各弓・のほか この規約お よび付則で定めた事

項ならびに理事長が必要と認めて付議 した事項

㈲ 監事はつぎの事項の職務を行なう。

1.

2,

3.

4,

監事は理事会に出席 して意 見を述べ る二とがで

きる。(順 序入れ換 え)

第11条(会 計年度お よび会費)こ のクラブの会計年

度は毎年1月1日 に始 まり,12月31日 に終 る。

クラブの会費は別 に定める会費基準に したが2

て徴収する。

日本記者 クラブに関する規約付則1

入 会 基 準

本 クラブへの入会申し込みの資格要件はっぎの通 り

とす る。

{1)こ のクラブの会員社 に属す る者で,本 クラブの

目的お よび事業内容の遂行にふ さわ しいものとし

て,関 係会員社代表 より文書 をもりて入会の巾 し

込みがあった もの。

② その他理事会の承認 を得た報道関係団体の所属

者で本 クラブの目的および事業遂行にふ さわ しい

もの として理事2名 の推薦のあった もの。

1」本記者クラゾに関す る規約付則1一
入 套 一基} 準 一

本 クラブへの入会甲し込みの盗格要件はつぎの通 り

とする。

(n(社 員会員)こ のクラブの祉員に属す るもので,

本 クラブの日的お よび事業内容の遂行にふ さわ し

い もの として,関 係社員代表よ リ文書 をもって入

会の申し込みがあったもの。

12)(個 人会 員)そ の他,本 クラブの 目的 および事

業遂lf聾三垂杢」h込 .と玉0≧ して社員2名 迦 ら推薦

され た報道関係者 で,理 事会の承認を得 たもの。

(5)



昭和47年4月10日 第26号

第

25

回

理

事

会

昭
和
47
年
3
月
9
日

(
木
)

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

別
室

}
、
新

入
会

四
社

(
上
毛
新
聞
、
和
歌
山

新
報
、
東
海
ラ
ジ
オ
放
送
、
紳次
城
放
送
)

退
会
社

一
社
(
苫
小
牧

民
報
)
を
承
認
。

二
、
初

の
個
人
会
員
と
し
て
申

し
込
み
の

あ

っ
た
左
記
四
氏

の
入
会

を
承
認
。

伊
藤
慎

一

(東
京
大
学
教
授
)
、

大

森

幸
男

(
評
論
家
)
、
福

岡

誠

「
(
新
聞

通
信

調
査
会
相
談
役
)
、
林

田
広
美
(
マ

ス

コ
ミ
倫
理
懇
談
会
事
務

局
長
)
。

三
、
昭
和

46
年
度
決
算
案

(
2

・
3
べ
ー

ジ
参
照
)
を
承
認
。

四
、
そ

の
他
ω
第
4
回
総
会

の
議
題
な
ら

び
に
運
営

に
つ
い
て
協
議
、

O
こ
の
た

び
ク
ラ
ブ
会
員
が
帝
国

ホ
テ

ル
に
宿
泊

す

る
場
合

フ
ロ
ン
ト
で
会
員
証
を
提
示

す
れ
ば
宿
泊
料
を

一
〇

パ
ー

セ
ン
ト
割

り
引
き
す

る
契
約
を
帝

国
ホ

テ
ル
と
結

ん
だ

こ
と
を
報
告
、
弼
北
朝
鮮

と
の
記

者
交
換

の
前
提
と
し
て
、
朝
鮮
記
者
同

盟
委
員

長
ら
を
日
本
に
捲
待

し
た
ら
ど

う

か
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
協
議

し

た
結
果

ま
ず
新
聞
協
会
が
招
待
す
る
こ

と
が
で
き
な

い
か
を
検
討

し
た
上
で
、

記
者

ク
ラ
ブ
と
し
て
の
態
度
を
決
定
す

る

こ
と

に
し
た
。

出

席

者

高
田
理

事
長

、

理
事

11
渡

辺

、

斎
…藤

、
原
、
武

山

、

石

黒
、

堀
田

、
藤

本

、
高

田

(景

)
、
松

本

、
久

野
、
泉

、

江

尻

、
杉

山
、
高

橋

(
橋

本
代

)
。

監
事

11
真
崎
、

事
務

局

U
前

田
、
春
原

第

29

回

企

画

委

員

会

昭
和

47
年

3

月

9

日

(
木

)

口
本
記
者
【ク

ラ

ブ
別
室

三
、

四
月

の
行

事

企

画

を
協
議

、
決

定

し

た
。

第

24

回

理

事

会

昭
和

47
年

3

月

10
0

(
金

)

日
本
記
者

ク

ラ
ブ
別

室

原

理
事

を
仮
議
長

と

し

て
、
理
事

長

の

選

任

を
行

な

い
、
全

員

一
致

で
高

田
秀

二

理
事

の
再
選

を
決

定

し

た
。

出

席

者
、

原
、
渡

辺

、
斎

藤

、
石
黒

、

堀

田

、
高
田

(秀

)
、
藤

本

、
杉

本

、

二
階

堂

、

川

原
、
橋
本

、

松

本

、

久
野

、
泉

、

江

尻

、
事

務
局

11
前

田

、
春

原

会
員
の
移
動

入
会

水
野

文
雄

フ
ジ
テ
レ
ビ
取
材
部
長

萱
場
道
之
輔

〃

外
務
省
取
材
部

掘

ロ

勲

中
国
新
聞
東
京
支
社
報
道
部
艮

渡
辺

橋
本

堀原
ロ

高
橋

堀松
下

木
村

佐
藤

鈴
木

忠
信

博
臣

義
明

六
哉

久
雄

健
三

恒
郎

芳
雄

貞
夫

謙

一

小
井
土
有
治

官
智

鈴
木

平
山

岡
井

杉
野

吉
田

立
川

小
林

腎
木

山
崎

堤
退
会

大
和

松
本

下
村

長
安

白
尾

宗
七隆

惟
夫

紀
道

直
道

豊
明

芳
峯

文
光

克
之

勝
彦

佳
辰寛寛

利
昭

哲
郎

清
輝

〃

〃

編
集
次
.長

南
日
本
新
聞
東
京
支
社
長

共
同
通
信
社
常
務
理
事
兼

大
阪
支
祉
長

共
同
経
済
通
信
社
取
締
役

東
京
新
聞
社
社
会
部
長

〃

論
説
委
員

日
本
海
事
新
聞
社
編
集
局
長

毎
H
放
送
取
締
役
東
京
支
社
長

共
同
通
信
社
運
動
部
長

口
本
経
済
新
聞
社
大
阪
本
社

編
集
局
長

''〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

政
治
部

経
済
部
次
、長

経
済
部

〃〃

産
業
第

一
部
長

産
業
第
二
次
長

産
業
第
三
部
長

科
学
技
術
部
長

外
信
部
次
長

〃

〃
編
集
委
員
兼
論
説
委
員

フ
ジ
テ
レ
ビ
取
材
部
長

〃

外
務
省
取
材
部

巾
国
新
聞
東
京
支
社
編
集
部
長

11

〃

報
道
部
次
長

南
日
本
新
聞
東
京
支
仕
長

青
木

茂

中
川
鋭
之
助

今
江

守
山

三
浦

桝
山

奥
戸

神
良

岡
田

太
田

樋
口

吉
田

新
井

井
沢

野
沢

済
水

高
橘

小
嶋

松
方

恒
夫

一
郎

一
繁宏

忠
夫

克
己

臣
弘

哲
夫剛

寿
孝

淳

一

正
忠

東
京
新
聞
社
会
部
長

〃

文
化
部
.長

日
本
海
事
新
聞
編
集
局
.長

朝
日
新
聞
内
政
部
長

毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
局
長

北
日
本
新
聞
東
京
支
杜
次
長

共
同
通
信
祉
運
動
部
長

日
本
経
済
新
聞
大
阪
編
集
局
長

役
職
変
更

博
通

道
夫

武
彦

秀
夫

権
次

樋
ロ
三
五
郎

高
嶺
南
見
夫

岡
本

真
野

出
田

広
瀬

大
坪

一永
野

文
夫

義
人裕

一
郎馨

信
利

〃〃〃〃〃〃

政
.治
部

経
済
部
次
長

経
済
部

〃11

外
報
部
次
長

東
京
ク
イ
ム
ズ
常
務
取
締
役
、

編
集
霊
幹
、
出
版
担
当

〃

総
務
局
長

毎
目
新
聞
社
取
締
役
論
説
霊
幹

〃

論
説
委
員

札
幌
テ
レ
ビ
専
務
取
仙稀
役

〃

取
締
役
東
京
支
社
長

東
京
新
聞
編
成
局
次
長
兼
産
業

開
発
部
長

'〃〃〃〃〃

論
説
委
員

文
化
部
長

外
報
部
長
代
理

経
済
部
長

経
済
部
次
長

政
治
部
次
.長

(6)
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灘

、

懸

日
'＼

、

r
顛

-

さ
り

■
一

鑓

z

■
一

、
観

難
鑑
蒸
奏

泰

寒
素

試

、
'

蒙

豪

潔

蓼

蒙

濠

蒙

澱

蟹

試
…
圃
㎝
・
 糠

灘

、
.
難

蝋

・

、、

'
謝

一難

爆

諸

蘇

素

.
、・塗

遙

、韓遜

慈

〔
ア

ル
ゼ

ン
チ
ン
〕

高
い
新
聞
記
者
の
社
会
的
地
位

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン
に
こ
と

し
も

六

月

七
日

の
「
デ

イ

ア

・
デ

ル

・
ペ
リ

オ
デ

イ

ス
4
」

(新

聞
記

者

の

目
)
が
間

近

に

や

っ
て
く

る
り.
こ

の
日口
を
中

心

ー,一
〃
報
道

11

の

あ
り

方

を

め
ぐ

る
熱

っ
ぽ

い
論

議

が

紙

.而

を

に

ぎ
あ

わ
す

の
は
、

地
球

の
裏

と
表

の
違

い

は
あ

っ
て
も

口
本

の

「
新

閣
剛
週

間
」

レ
一同

じ
よ
う

だ
。

 
八

一
〇
年

五
月

二
十

五
日

は

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
が

ス
ペ

イ

ン
か
ら
独

立

を
宣

二「[
し

た
日
、

ス
ペ

イ

ン
か
ら

の
独

立

は
董
・命

で

も
あ

っ
た
。

た
だ
革
命

と
は

い

っ
て
も

一

般
大
衆

や
上

層

階
級

の
大
部

分

か

ら

の
理

解
も
少

な

く
、

い

つ
既
存
体

制

の
王

党
派

の
反
動

が
行

な

わ
れ

る
か
は
全

く

予

測

し

が

た

い
情

勢

に
あ

っ
た
し
、

ま

た
革

命

政

府
内
部

に
さ

え
も
中
央

集
権

化

を

め
ぐ

っ

て
の
権

力
闘

争

が

あ

っ
た
と

い
う

か
ら

ス

山

本

裕

亮

ハ
時

事

通

信

礼
)

ジ
金

人

り

の
革
命

に

は

ほ
ど
遠

く
、

虚

99

児
童

的

な
体

位

に
あ

っ
た

こ
と

は

い
な

め

な

い
。

そ

の
よ

う
な
情
勢

の
な

か

に
あ

っ
て
革

命

の
士
心
士

、

マ
リ

ア

ー

ノ

・
モ

レ
ー

ノ
は

「真

の
自

由
を
獲

得

す

る

た

め

に
は
、

一

方

の
手

に
剣

を
、
他

の

一
方

の
手

に
は
、

民
衆

を

握

ら

な
け

れ

ば
な

ら
な

い
」

と
叫

ん
で

「
ガ

ゼ

ッ
タ

・
討71

・
ブ

エ
ノ

ス
ア
イ

レ
ス
」

の
新

聞
発
刊

に
踏

み
切

d
た

の
で

あ

る
。

同

年

六
月

七

日
、

マ
リ

ァ
;

ノ

・

モ

レ
ー

ノ
、

三
十

二
歳

の
時

で

あ

る
.

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
で

の
新

聞

第

一
号

は
同

じ
年

の

二
刀

一
日
、

マ
ヌ

エ
ル

・
ベ

ル
グ

ラ
ー

ノ

の

「
コ
レ
イ

ォ

・
デ

・
コ
メ

ル
シ

オ

・
デ

・
ブ

エ
ノ
ス

ア
イ

レ

ス
」

発
刊

と

な

っ
て

い
る
が
、

「
ガ

ゼ

ッ
タ

・
デ

。
ブ

ェ
ノ

ス

ア
イ

レ
ス
」

発
刊

の
日

が
、

そ
の

後

、

永

久

に
記
念

さ

れ

る

こ
と

に
な

っ
た

の
は
、
マ
リ

ア
ー

ノ

・
モ

レ
ー

ノ
が

自
由

、

平

等

そ

し

て
独

立

の
思

想

を

謳

い
あ
げ
、

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン

・
デ

モ
ク

ラ

シ
ー
育

成

の

先
駆

的

役

割

り
を

果

し
た

か

ら

に

ほ
か
な

ら
な

い
.、
日
本

の
明
治

維
新

に
は
吉

田
松

蔭

、
高

杉

晋

作
、

坂
本

竜

馬

ら

の
志

士
が

多

く
輩

出

し

た
。

マ
リ

ア

ー

ノ

・
モ
レ
ー

ノ

は

一
八

一

一
年

五
n月
四

口
、
英

国

に
向

う
途
中

、
ブ

ラ
ジ

ル
沖

で
不

帰

の
入
と
な

り
た
が

、

三
十

.二
歳

の
短

か

い
生
涯

は

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
維
新

の
志

士

に

ふ
さ

わ

し

い

も

の
で
あ

っ
た
。

「
ガ

ゼ

ッ
タ
・
デ

・
ブ

エ
ノ

ス
ア
イ

レ
ス
」

の
精

神

は

'7
リ
ア

ー

ノ

・
モ

レ
ー

ノ
亡

き

後

も

引

き
継

が

れ

た
.、

…
九

六
九
年

に
創

刊

百

年

を
迎

え
た

「
ラ

・
プ

レ

ン
サ
」

翌

七
〇

年

に
同

じ
く

百
年

と

な

っ
た

「
ラ

・

ナ

シ
オ

ン
」

な
ど

も

そ

う

い

っ
た
土
壌

が

あ

っ
た

れ
ば

こ
そ

で

あ

ろ
う

し
、

フ
ラ

ン

ス

の
自

由

思
想

を

基
本

と

す

る

ラ

テ

ン
ア

メ
リ

カ

の
デ

モ
ク

ラ

シ
ー

が

、

ア
ル
ゼ

ン

チ

ン
で
他

の
ラ

テ

ン
ア

メ
リ

カ
諸

国

よ

り

も

浸

透

し

て

い

っ
た

の
も

、

こ
ん
な
風

土

が

あ

ず

か

っ
て
カ

あ

っ
た

と

い
え

る
よ
う

だ
。そ

れ

だ

け
に
、

新

聞

記

者

た

る
も

の

の

社

会

的

地
位

も
高

い
、

反

面

、

そ

の
責

任

も

重

い
。

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
新
聞

出
版

者
協

会

(
A

D
E

P
)
が

こ
と

あ

る
ご

と
に

「
報

道

の
自
由

」

を
掲

げ

て

い
る

の
も
、
軍

事

政
権

下

と

い
う
特

殊

事
情

を
考

え
な
け

れ

ば

な

ら
な

い
が

、

そ

れ
を
割

61

い
て
も

【

世
紀

以

上

の
歴
史

と
伝

統

に

は
ぐ
く

ま

れ

た
新

聞
報

道

の
気

骨

の
精

神
を

示
す

も

の

で
あ

り
、

マ
リ

ア
ー

ノ

・
モ

レ
ー

ノ

の
例

を
持

ち
山

す

ま

で
も

な

く
、
彼

の
強
烈

な

意

志

が
記
者

魂

と

し

て
脈

々
と
受
け
継

が

れ

て

い
る

こ
と
を

物

語

q
て

い
る

の

か
も

し
れ

な

い
。

が
新

聞

の
役
割

り
」
。

口
本
流

の
記

弔有
ク

ラ
ブ
中

心
と

は
異

な

り
、

記
者

個

々
に
待

つ
と

こ
ろ

の
多

い
ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
の
記

者
魂

が
ブ

ラ
ジ

ル
を

は

じ
め
と

し

て

ベ

ル
ー
、

チ
リ

に
広

が

っ
て

き

た
言
論

統
制

「
プ

レ
ス

。
ロ
ー
」

に
立

ち
向

っ
て

い
る
限

り
、

思
想

混
乱

と

い
う

世
界

的

風
潮

の
な

か

で

ア

ル
ゼ

ン
チ

ン
の

新
聞

報
道

の
自

由

は
守

ら

れ

て

い
く

だ

ろ

う

し
、

い
ず

れ

は
欧

米

資
本

に
席
捲

さ

れ

て

い
る

ニ

ュ
ー
ズ
植

民

地

か
ら

の
脱

出

も

実
現

す

る
だ

ろ
う
。

(7)
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忙

中

閑

あ

り

1

第

「
回
会
員
囲
碁
大
会

世

の
中

の
タ
ガ
が
ゆ
る
ん
で
内
外
に
定
石
は

ず
れ

の

ニ
ュ
ー
ス
群
発
ー

の
こ

の
ご
ろ
で
は

あ
る
が
、
忙
中
閑
あ
り
ー

日
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
第

[
回
会
域
囲
碁
大
会
が

二
月

二
十
六
日
当

ケ
ラ
ブ

で
開
か
れ
た
。

初

め
て
の
催
し
で
参
加
者

は
十
一.一人
に
と
ど

ま

っ
た
が
、
高
田
秀

二
理
罫
長
や
日
本
経
済

の

大
軒
順

三
専
務
が
若
手

し
ご
き
に
出
場
さ
れ
た

の
は
心
強

い
次
第
..

デ
ー
リ
ー
東
北

の
山
根
修
四
段
が
す
べ
り
出

し
か
ら
好
調
に
白
星
を
霞
ね
た
。
大
銀
杯
を
か

っ
さ
ら
う
チ
ャ
ン
ス
と
み
た
山
根
さ
ん
は

『も

う
飲
ん
で
な
ん
か
い
ら
れ
な

い
』
と
水
割
り
の

グ
ラ

ス
を
遠
ざ
け
て
す
わ
り
直

し
、
六
戦
全
勝

の
快
記
録
で
優
勝
し
た
。

マ
ス
コ
ミ
界
有
数
の
打
ち
手
で
き

二
え
る
大

軒

五
段
は
二
連
障膀
の
あ
と
所
用

で

中

座

さ

れ

た
。
同
五
段
は
別
格
等
外
と

い
う

こ
と
に
さ
せ

て
頂

い
た
。

理
事
長
杯
を
寄
贈
さ
れ
た
高

田

二
段
も
ケ
イ

古
不

足
に
も
か
か
わ
ら
ず
奮
戦
、

三
人
の
相
千

に
そ
れ
ぞ
れ
金
星
を
配
給

し
て

シ
道
奨
励
に
尽

く
さ
れ
た
。

堀

川

敏

雄

(
端

国
通
信
囮
際
局
次
長
〉

準
優
勝
者
は
大
目
向

一
郎
二
殴

〔東
京
12
チ

ャ
ン
ネ
ル
)
「
勝

二
敗

.
以
下

...位

藤
井

寛
初
段

(
共
同
通
信
祉

)
.一、勝

「.敗
.
四
位

堀
川
敏
雄
四
段

(
共
同

)
二
勝
三
敗
、
五
位

大
内
幸
夫
初
段

(
N
H

K
)

二
勝

=
.敗
の
順

.

六
位
以
下
省
略
し
ま
す

が
全
員
入
賞
。

賞
品
授
与

の
あ
と

コ
ン
パ
を
開

い
て
今
後

の

運
営
を
話
し
合

っ
た
結
果
、
大
会
は
年

二
回

と

し
、
次
回
は
九
月

に
開
く
こ
と
、
そ

の
合

い
間

に
年

二
同

い
く
ら

い
棋
界
第

一
の
美
入
児
玉
幸

子
二
段
を
招

い
て
同
好
会
を
催
す

こ
と
に
決

ま

っ
た
、
幹
事
団

に
は
大
日
向

一
郎
氏
と
筆
者
が

留
任
、
第

一
期
優
勝

者
山
根
修
氏
を
加
え
て
補

強
、
山
根
四
段

の
抜
群

の
成
績
を
た
た
え
て
日

本
記
者
ク
ラ
ブ

の
五
段
を
金
会

一
致

で
承
認

し

た
が
.
こ
れ
は
理
事
長
杯
独
占
防
止

の
布
石

で

も
あ

っ
た
。

ケ
ラ
ブ
事
務
局
は
囲
碁
同
好
会
お
よ
び
大
会

の
成
功

の
た
め
に
あ

ら
ゆ
る
手
を
打

っ
て
下
さ

っ
た
.い
千
円
の
ム
苫費

で
午
後

二
時
か
ら
九
時

ま

で
飲
み
な
が

ら
の
ん
び
り
盤
を
囲
み
、
夕
食

の

デ
ザ
ー
ト
に
は
上
代

以
来

の
碁

の
文
化
映
画
を

み
せ
て
も
ら

っ.
た
、、

碁

は
頭

の
体
操

に
も

っ
て
こ
い
で
す

、
こ
れ

ま
で
形
勢
観
望
中

の
会
員
碁
人
諸
賢
。
次
回
は

ぜ

ひ
ご
参
加
下
さ

い
。

山
本
プ

ロ
を
招

い
で

ゴ

ル

フ
懇
談
会

2
月
22
目

(
火
)
午

後
4
時
、
ク
ラ
ブ
会
議

室

で
ゴ
ル
フ
の
話
を
聞

く
会
が
開
か
れ
た
。

い

ず
れ
劣
ら
ぬ

1ー
ゴ
ル

フ
狂
”
界

の
シ
ー
ズ

ン
を

前
に
自
慢
談
義

や
ら
理

論
武
装
。

会
員

の
あ
ま

り
の
熱

心
さ
に
ゲ

ス
ト

の
日
本

プ

ロ
・
ゴ
ル
フ
協
会

の
山
本
増

二
郎
理
事
長
も

身
ぶ
り
手

ぶ
り
の
大
奮
戦
、

(
通
常
腕

の
良

い

入
の
場
ム
ロ
は
)
、

起

こ
り
そ
う
も
な

い
珍

プ
レ

ー
の
庖
ー

ル
上

の
説
明
を
求
め
ら
れ
さ
す
が

の

山
本
氏
も
考

え
込
む
始
末
…
…
。

な
に
は
と
も
あ
れ
、
論
よ
り
証
拠
、
次
回

コ

ン
ペ
の
成
績

や

い
か
に
、

…

住
所

・
住
所
裏
示
変
更

読
売
新
聞
祉

千
代
田
区
大
手
町
1
の
7
の
ー

T
E
L

(
二
四
二
)

【
一
一
一

福
島
民
友
新
聞
社

千
代
田
区
[大
手
町
1
の
7
の
1

読
売
新
聞
社
内

(8)

 

卦

報

去
る
三
月
十
八
日
野
田
豊
会
員

(
野
田
経

済
研
究
所
会
長
)
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹

ん
で
ご
冥
福
を

お
祈

り
い
た
し
ま
す
。



第26号昭剰47年4月10日

札

幌

オ
リ

ン

ピ

ッ
ク

困
難
を
き
わ
め
た
取
材

を
取
材
し
て

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
イ
ヤ
ー
は
あ

わ
た
だ
し
く
明

け
た
。
六
口
東
京
に
着
い
た
聖
火
.取

材

の
あ

と
、
連
日

ニ
ュ
ー
ス
に
追

い
ま
く
ら
れ
た
。
海

の
向

こ
う
で
は
盛
ん
に
ス
キ
ー
選
手

の
参
加
資

格

問
題
が
論
議
さ
れ
、
朝
鮮

の
国
名
呼
称
、
中

国

へ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
も
風
雲
急

を

告

げ

だ

し

た
。

『
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
は
開
幕

ま
で
が
勝
負
』

ー

過
去
何
回
か
の
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
を
経
験
し

て
、

こ
ん
な

こ
と
ば
を
か
わ
し
含

ッ
て

い
た

が
、
札
幌
大
会
で
も
例
外

で
は
な
か

っ
た
.
そ

ん
な
と
き
、
ふ
と
し
た
チ

ャ
ン
ス
に
札
幌
大
会

で

マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
失
格
候
補
選
手

の
ブ
ラ

ッ
ク

・
リ
ス
ト
が
手
に
は

い
っ
た
。
極
秘
文
害

だ
が
ブ
会
長
、
1
0
C
本
部
筋

の
信
頼
で
き
る

も
の
。

こ
れ
が
以
後
の
取
材
活
動
に
大

い
に
役

立

っ
た
。

例

に
よ

っ
て
1
0
C

(
国
際

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

委
員
会
)

の
取
材
は
困
難
を

き
わ
め
た
。
す
べ

秦

保

〔北

海
聰
新

聞
社
会
部
)

て

の
会
議
は
非
公
開
、
ブ

ラ

ン
デ

ー
ジ
会
長

の

指
導

力
が
強
く
、
秘
密
主
義

に
貫
か
れ
て
い
る

各
社

と
も
運
動
、
社
会
、
外
信

の
ベ
テ
ラ
ン
が

.取
材
合
戦
を
演
じ
た
が
、

と
て
も
日
本
人
の
常

識

で
は
考
え
ら
れ
な

い
よ
う
な
1
0
C
の
体
質

に
手
を
焼

い
た
。

東

京
-
札
幌

の
1
0

C
会
議

で
は
ホ
テ
ル
に

カ

ン
詰
め
に
な

っ
て
サ

ツ
回
り
以
上
の
張
り
込

み
が
続

い
た
が
、
大
事

な
と

こ
ろ
で
外
国
通
信

社

に

一
発
や
ら
れ
た
。

注
目

の

〃
シ

ュ
ラ
ン
ツ

失
格

確
実
〃
が
ヨ
ー

ロ

ッ
パ
か
ら
打
電
さ
れ
た

か
ら
だ
。

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー

ス
衷
で

つ
き
と
め
た

が
、
手
が
出
な
か
っ
た
。
外
国

に
は
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
取
材
何
+
年
、
各

国
1
0
C
委
員
と
親
交

が

あ
り
、
数
か
国
語
ペ

ラ
ペ

ラ
と
い
う
プ

ロ
の

〃
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
者

”
が

い
る
。

開
幕
後
は
順
調

予
想
以
上
に
好
天

に
恵
ま

れ
、
競
技
は
す
ん

な
り
進

ん

で

い

っ
た
。

テ

レ
ビ
が
朝
か
ら
夜

ま

で
中
継
し
て
い
る

の
で
、
新
聞
は
ど
ん
な
紙

.面
づ
く
り
を
す

る
か
が

、

い
つ
も
.頭
を
離

れ
な

い
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク

は
世
界

の
運
動
会

と

い
う

わ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
若
者
た
ち
が

つ
ど
う

交
歓

の
場

で

も

あ

る
。
そ
ん
な
と

こ
ろ
に
地

元
新
闇

の
視
点
が
あ

っ
て
も
よ
い
の
で
は
な

い

か
ー

と
、
毎

目
の
よ
う
に
デ
ス
ク
と
話

し
合

い
を
続
け
た
。

競
技

の
ハ
イ
ラ
イ

ト
は
七
十
ノ
ー
ト

ル
級

ジ

ャ
ン
プ
が
行
な
わ
れ

た
第

四
日
。
金
、
銀
、
銅

を
目
本
選
手
が
独
占

し
た
と
き
は
、
や

は
り
恥

ず

か
し
い
ほ
ど
興
奮

し
た
。
そ
れ
も
少
年
時
.代

か
ら
知

っ
て

い
る
若

い
道
産
子
た
ち
。
他

桂

の

仲
間

か
ら

『
笠
谷
新

聞
だ
な
』
と
皮
肉

ら
れ
た

が
、

そ
れ
ほ
ど
力
が

は

い

っ
た
し
、

こ
れ
で
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
取
材
班

の
意
欲
は
ぐ
ん
と
盛
り
L

二

2
こ
o

カ

7
手'

『
あ
れ
で
も
良
識
あ

る
社
会
人
か
な
あ
』

と
、

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
村

で
若

い
記
者
が
憤
然

と
し
て

い
た
の
を
思

い
出
す

。
]
の
丸
候
補
と

し
て
騒

が
れ
て
い
た
笠
谷
幸

生
、
鈴
木
憲

一
の
.両
選
手

を
指
さ
し
て
。
心
許

し
た
記
者
以
外

に
は
ま

っ

た
く
と
り
つ
く
し
ま
も
な

い
ほ
ど

愛

想

が

.悪

い
。
こ
の
こ
ろ
二
人

は
す

っ
か
り

〃
人
間
ぎ
ら

い
”
に
な

っ
て
い
た

よ
う
に
見
え
る
。

い
ろ

い

ろ
書
き
た
て
ら
れ
て

い
た
が
、
見
当
違

い
も
多

か

っ
た
。
金
メ
ダ

ル
の
重
荷
に
じ

っ
と
耐

え
て

い
る
笠
谷
、
力
衰
え

な
が
ら
優
勝
候
補

と

い
う

自

ら
の
虚
像
に
悩
む
鈴
木
。
九
+
メ
ー
ト

ル
級

ジ

ャ
ン
プ
に
敗
れ
た

あ
と
、
や

っ
と
本
来

の
明

る
い
笑
顔
を
取

り
戻
し
た
笠
谷
、
惨
敗

の
あ
と

泣
き
な
が
ら

ス
ケ
ー
ト
ぐ
つ
を
脱

い
だ
鈴
木
。

対
照
的

で
は
あ

っ
た
が
、
は
い
た
こ
と
ば

は
共

通
だ

っ
た
。

『
あ
あ
、
や

ワ
と
終

わ

っ
た
』

ア

マ
チ

ス
ア
選
手
の
取
材
は
、

い
ま

の
業
ま

で
よ
い
の
だ

ろ
う
か
、
東
京
大
会

の
メ
ダ

リ
ス

ト
円
谷

の
自
殺

、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
わ

い
て
い

る
日
本

へ
帰

っ
て
き
た
横
井
.さ
ん
が
陥

っ
た
人

間
ぎ
ら

い
、
日
本
的
ナ
シ
ュ
ナ
リ
ズ

ム
の
問
題

な
ど
、

い
ろ

い
ろ
な
こ
と
が
頭
を

か
す
め
た
。

お
世
辞
ま

じ
り
な
が
ら

『楽

し
か

っ
た
』
と

い
う
こ
と
ば
を
残
し
て
去

っ
た
ほ
と
ん
ど

の
外

国
選
手
団
、
観
光
客

.ま
ず
は
札
幌
オ
リ

ン
ピ

ッ
ク
は
成
功

し
た
の
だ
ろ
う
。
だ
が
忘

れ
ら
れ

な
い
の
は
、
親

し
く
な

っ
た
フ
ラ

ン
ス
入
記
者

の
印
象
談

の
な

か
の
ひ
と
こ
と
。

『
い
ま
ま
で

の

〃
東
京

の
な

か
の
日
艦
”
か
ら
新

し
い

〃
札

幌
の
な
か

の
日
本
”
像
を
知

っ
た
。
私

の
日
本

は
東
京
の
雑
踏
と
、
京
都
、
奈
良

の
寺
院
。

こ

ん
ど
は
美

し

い
自
然

と
地
方
都
市

の
堅
実

な
生

活
が
加
わ

っ
た
』
。
札
幌
に
世
界

の
新
聞
、

テ

レ
ビ
な
ど
が
集
ま
り
、
何
百
万
語

の
活
字
、
電

波
で
世
界

の
す

み
ず
み
に
報
道

さ
れ
た
事
実
だ

け
で
も
、
相

互
理
解

の
か
け
橋

に
な

っ
た
点

で

大
き
な
成
果

だ
と
思
う
。

札
幌
大
会

は
あ

っ
と
い
う
間
に
終

わ

っ
た
。

札
幌
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
招
致
段
階

か
ら
十
年
間

取
材
を
続

け
て
き
た
が
.
い
ま
あ
ま
り
に
も
あ

わ
た
だ
し
く
あ

っ
け
な
く
過
ぎ
た
十

一
日
間

に

ぼ
う
然
と

し
て

い
る
。

(9)
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米
国
婦
人
有
権
者

連
盟
記
者
会
見

昭
和
47
年

2
月
7
日
(
月
)

日
本
記
者

ク
ラ
プ

ル
ー
ム

米
国
婦
人
有
権
者
連
盟

(
↓
,
Φ
羅
暫
oq
β
o
o
{
≦
o
臼
薯

く
o

冨
屋

鼠

子
o
q
.
もo
)
と

い
う
の
は
、
政
治
的
教
育
お
よ

び
大

衆
に
深

い
関
心
の
あ
る
問
題
に

つ
い
て
行
動
を
と
る
た
め
の
全

米
地
域
に
わ
た
る
組
織

で
す
。
会
員
は
五
十
州
、

千
三
百
の
コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
組
織
さ
れ
、
そ
の
関
心
は
政
府
、
民
聞
部
門
を

包
括
す
る
広
範
囲
に
わ
た

っ
て
お
り
ま
す
。

一
九
三
〇
年
以
来

目
由
貿
易
政
策
を
支
持

し
て
き
ま
し
た
。
こ

の
よ

う

な

政

策

は
、
他

の
諸
国
と

の
政
治
的
調
和

の
道
を

つ
く

る

こ

と

が

で

き
、
国
内

に
お
い
て
も
経
済
を
刺
激
す
る
こ
と
が

で
き
、
ま
た

消
費
者
の
選
択

の
機
会
を
拡
大
す
る
と

い
う
利
益
が
あ
る
か
ら

で
す
。
私
ど
も
が

こ
の
よ
う
な
立
ち
場
を

か
ち
と

っ
た
の
は
貿

易
政
策
決
定

の
基
盤
と
な
る
べ
き
経
済
的
、
政
治
的
、
社
会
的

現
実
を
明
確
に
把
握

し
た
か
ら
で
す
。

こ
れ
ら
の
現
状

は
、
現

在
急
速
に
劇
的
な
変
化
を
お
こ
し
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
ど

も
は
現
在

の
わ
れ

わ
れ
の
任
務

に
対
す
る
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
を
維

持
し
て
い
く
た
め
に
は
ア
メ
リ
カ
国
内

の
現
状
、
日
米
貿
易
関

係
と
い
う
も

の
に
,
最
近

の
経
済
発
展
が
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
て
き
た
か
と

い
う

こ
と
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
は
広
範
囲
に
わ
た
る
い
ろ
い
ろ
な
問
題

に
対
す
る
解

答
を
現
在
探
索
中
で
す
。
た
と
え
ば
、

い
か
に
し
て
口
本

の
経

済
制
度
が
機
能

し
て
い
る
か
、
日
本

の
政
府
と
民
間
部
門
の
関

係
は
ど
う
な

っ
て

い
る
か
、
日
本
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
資
源
が

一

つ
の
企
業
か
ら
も

う

[
つ
の
企
業

へ
、
ま
た

一
つ
の
部

門
か
ら

他

の
部
門

へ
ど

の
よ
う

に
移
さ
れ
て
い
く

か
.
日
本

の
政
策
は

ど

の
よ
う
に
し
て
特

殊
な
経
済
的
制
度
を
調
和
さ
せ
て

い
る
の

か
…

-
ま
た
国
際
市

場
に
お
い
て
ど
の
よ
う

に
日
本

の
企
業
が

動

い
て
い
る
か
、
な
ど
と
い
う
問
題

の
解
答
を
さ
が
し
て
い
ま

す
。

私
ど
も
は
輸
出
強
化
と
輸
出
援
助
の
違

い
、
計
岡
と
指
導

の

違

い
は
何
で
あ
る
か
と

い
う
こ
と
を
よ
り
よ
く
理
解
し
た
い
と

考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
日
本

の
シ
ス
テ
ム
と
米
国
の
シ
ス
テ

ム
の
ど
こ
が
違
う

の
か
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
違

い
が
原
因
で
ど

こ
に
摩
擦
が
お
き

て
き
て

い
る
の
か
、

ま
た
ど

の
方
面
で
お
互

い
に
学
び
あ
え
る
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
知
り
た
い
と
思

っ

て
お
り
ま
す
。
日
本

に
お

い
て
も
わ
れ
わ
れ

の
国
に
お
い
て
も

経
済
に
影
響
を
与
え

る
政
治
的
な
カ
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
見

定

め
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
貿
易
が
雇
用
問
題
や

、
消
費
者
が
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
よ
う
な
値
段
に
、
ど

の
よ
う
に
影
騨
を
与

え
る
か
と
い
う
よ
う
な
複
雑
な
問
題
に

つ

い
て
も
解
答
を
得
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

前
田

(
事
務
局
)

具
体
的
に
政
策
を
実
施
す
る
場
合
、
ど

う

い
う
方
法
を
と

っ
て
実
行
し
て
い
る
か
。

団
長

方
法
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

ま
ず
で
き
る
だ
け

多
く
の
公
務
員
や
議
員
、
さ
ま
ざ
ま
な
議
会

の
メ
ン
バ
ー
な
ど

と
接
触
を
と
り
ま
す
。
私
ど
も
の
会
員
は
そ
れ
ぞ
れ
自
分

の
属

し
て
い
る
地
城
社
会

に
お
い
て
、
そ
の
闘
題

の
担
当
役
員
ま
た

は
議
会
の
メ
ン
バ
ー
に
接
触

い
た
し
ま
す
。

こ
れ
は
手
紙

の
場

合
も
あ
り
ま
す
。
個

人
的
に
話
し
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ま

た
、

一
方
私
ど
も
す

べ
て
の
メ
ン
バ
ー
が
ま
わ
り
の
人
び
と
に

対
し
て
働
ら
き
か
け
、
そ

の
人
た
ち
か
ら
も
当

局
に
圧
力
を
か

け
る
よ
う
に
教
育
を

い
た
し
ま
す
。

堀
川

(共
同
通
信
)

ニ
ク
ソ
ン
大
統
領

の
中
国
訪
問
に

つ

い
て
、
連
盟
は
ど

の
よ
う
な
態
度
を
と

っ
て

い
る
か
。

答

私
ど
も
は
中
国

と
ア
メ
リ
カ
の
国
交

正
常
化
を
支
持
し

た

の
み
で
な
く
、

三
、

四
年
前
か
ら
政
府

に
対

し
て
そ
う
い
う

政
策
を
と
る
よ
う

に
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ニ
ク
ソ
ン
訪

中

と
い
う
の
は
米
国

と
中
国
に
利
益
を
も
た

ら
す

の
み

で

な

く
、
他
の
国
の
人
び

と
に
と

っ
て
も
利
益
を
も
た
ら
す
も

の
だ

(10)
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と

考

え

ま

す

.

東

浦

(
N

H

K
)

若

い
世

代

は
政

治

に
無

関

心

で

、

中

年

層

と

の
間

に
断

絶

が

あ

る

。

こ

う

い
う

こ

と

に

は

ど

う

対

処

し

て

い
る

か

.

団

長

私

ど

も

も

そ

の
問

題

に

つ

い
て

は
大

き

な

努

力

を

払

っ
て

い
ま

す

口

そ

し

て
若

い

人

が

政

治

の
プ

ロ
セ

ス

、

政

党

の

活

動

、

ま

た

選

挙

に
参

加

す

る

よ

う

に
努

力

を

し

て

い
ま

す

。

私

は

若

い
人

の
政

治

へ
の

関

心

が

高

ま

っ
て

い

る

よ

う

に
考

え

て

い
ま

す

、

私

ど

も

の
組

織

も

若

い
人

が

ふ

え

て

き

て

い

よ

す

、

富

実

数

年

前

よ

リ

リ

ー

ゲ

ー

の
年

齢

も

若

く

な

っ
て

い
棄

す

、堀

川

・へ
月

十

昆

日

ニ
ク

ソ

ン

の
新

経

済

政

策

発

炎

は

.

日

本

に

と

↓
て
大

変

な

シ

ョ

}、
ク

で

し

た
が

、

連

盟

の
皆

さ

ん

は

米国婦人有権者連盟訪 日代表団

Mrs.BruceB.Be'nso” 会 員

Mrs.DnvidG.B[・ad!ey副 会 長

Mrs.SydneyE.Sweet,Jr.財 務 部 長

Mrs.」ohnO..4hern外 交 政 策 委 鼓 会 委 員 長

Mrs.R.E,Marchis.io国 連 担;【1参 与

Mrs、JohnTuussaintワ シ ン トン=支 部 長

Mrs.TeresaR.HarI・lst〔)Tle事 務 」,,)長

Mrs.JohnDavison外 交 政 策llノ:門 委 員

rLITissSusallBrnssy歪 ミ員

(在 サ ン フ ラ ン シ ス コ 総 領 事 官 広 報 繊 問'1「1'秘ilD

創 立1920年 会 員 数132,000名

本 部 ワ ン シ トン

日
米
経
済
関
係
に
つ
い
て
ど
う
考

え
て
い
る
か
.

団

長

ア
メ
リ
カ
と

い
う

の
は
大
き
な
国

で
入
種
も
さ
粛
ざ

ま
で
す

の
で
、
世
論
を
明
確

に
断
定
す
る
こ
と
は

で

き

ま

せ

ん
。
し
か
し
私
が
知

っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
日
本

に
対
す

る
敵
意
と

い
う

も

の
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
た
だ
あ
る
の
は
、

ア
メ
リ
カ

に
入

っ
て
く
る
輸
人
晶
と
国
内
製
品
と
の
競
含
と

い
う

こ
と
で

す
ひ

現
在
、
ア
メ
リ
カ
の
失
業
率
は
六
パ
ー
セ

ン
ト
で
、

こ
れ

に
対

し
労
働
紐
へ
u
は
非
常

に
心
配
し
て
、
組
へ
口
は
長
年
自
由
貿

易
政

策
を
支
持
し
て
き
た
が
、
現
在
は
保
護
貿
易
政
策
を
支
持

す
る

よ
う
に
な

り
て
き
ま

し
た
、
こ
れ
に
埼
し
わ
れ
わ
れ
は
、

そ
う

い
う
政
策
が
実
現
し
な

い
よ
ら
に
努
ね
を
払

q
て

い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・二
考

え
て

い
束
す
、

大

貫

〔
サ

ン
ヶ
ガ
)

繊
維
問
題
に
お
け
る

ア
ズ
リ
〃
の
対

日
非
藤
酬は
、
相
互
理
解
が
欠

け
て
い
た
た
め
と
旧
心
わ
れ
る
が
、

非
難

の
声
は
そ
ん
た
ト
に
深

か

っ
た
の
か
ど
う
か
.

団

長

繊
維
問
題
は
、
繊
維
企
業
の

【
部

の
入
び
と

の
問
題

で
あ

り
た
と
思

い
玄
す
し
、
繊
維
協
定
が
結
ば
れ
て
か

ら
は
、

そ

の

よ
う
な
圧
力
は
緩
和

さ
れ
て
き
た
と
思

い
去
す
。

相
互
理

解

に

つ
い
て
で
す
が
、
ど

こ
の
国
民
で
も
、
他
国

に

つ
い
て
十

分
現

解
し
て
い
る
と

い
う
国
民
は
あ
り
ま
せ
ん
、
私
ど
も
が
へ
,

団
訪

口
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
こ
と
は
そ
の
意
味

で
大

変
彰

い

だ
と

思

っ
て
お
り
重
す
。

板

垣

(
興
同
)

皆
さ
ん
は
、
日
本
で
ど
う

い
う
婦
入
団
体

と
会

わ
れ
ま
す
か
、

団

長

婦
人
育
権
者
連

明
皿、
主
婦
連
と
会
う
予
定
で
す
.
ら

よ
っ
と

つ
け
加
え
窯
す
と
、
私
ど
も
の
団
体
は
国

際
的
団
体
で

は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
れ
ら
の
団
体
と
は
関
係
は
あ

り
ま
せ

ん
。質

問

こ
ん
ど
の
大
統

領
選
挙
で
は
、
だ
れ
を
支
特

す
る
の

か
決

め
て
い
皮
す
か
。
ま
た
連
盟

の
政
治
的
立
場
は
ひ
…

…
.第

二
に
婦
人
の
大
統
領
候
補

が
出
た
ら
支
持
さ
れ
ま
す
か
。

団
長

連
盟
と
し
て
は
、
だ
れ
を
支
持
す

る
と
か
応
援
す
る

と
か
き

め
て
お
り
束
せ
ん
,
ま
た
連
盟
の
役
員

は
直
接
政
党
と

は
関
係
を
も

q
て
い
衷
せ
ん
。
私
た
ち
は
公
衆

の
関
心
と
な
る

問
題
を
と
り
あ
げ
る
わ
け
で
す
、

国
際
人
道
主
義
大
賞
授
与
式

弓

・
.
オ

ン
ズ
国

際
協

会

ヵ
。
げ
。
「こ

■
⊂
【》
=
据

自

会

長

の
記

者

会

見

は

3
11

6

μ

(
月

)

午

後

4
時

か

ら
行

な

わ

れ

た

「

店

L

、

ア

ヅ

ーー

二

刀
-

会

長

か

ら

、

国

曝
入

道

・E
義

大

賞

が

n
数
ー
ラ

ィ

オ

ン
ズ

ケ

7
ブ

に

授

与

さ

れ

、

口
本

側

を

代

左

し

し
、

国

際

理

事

の
迫

爪
久

常

参

議

院

議

目只

か

こ

れ

を

う

け

た

、

同

会

.長

は

フ

、ゐ

ト
ロ
【6
「
=
伽二
…O
嵩
伊二

¢

⊆
昌
げ”
=
騨
螢
「
冨
コ

㌧～
棄
窪
「
匹

が

一
国

の

F7
イ

オ

ン

ズ

ゲ

ル

ー

プ

に

授

け

ら

れ

る

の

は

前

代

未

聞

の

こ

と

で

あ

る

ー

と

述

べ

た

、

な

お

過

去

に

お

い

て
、

こ

の

償

は

シ

ュ
バ

イ

ツ

ァ

i

病
」院
肺

ウ

ォ

ル

タ

ー

・

ム

ン

ツ
博

士

、

ーユ
ー

”・
教

皇

パ

ゥ

ロ

6

世

、

小

児

麻

蝉

ワ

ケ

チ

ン

の

発

見

者

ジ

ョ

ナ

ス

・
ソ

ー

ク

博

士

ら

に

贈

ら

れ

て

い

る

。

新
し
い

〃
名
簿
”

を
作
成
中
で
す

名

儀

・
役
職
変
更

そ̀

の
他

お
気
づ
き

の
点
が

あ

り
ま

し

た
ら
、
華
急
事
務

局
ま

で
お
知
ら
せ
く

だ
さ

い
。
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ゲ

ス
ト

チ

ョ

ン

・
ク

ァ

ン

・
ス

ン

朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
代
表
団
団
長

日
朝
国
交
正
常
化
を
望
む

わ
た
し
は
ま
ず
、
第
十

↓
回
札
幌
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
に
参
加
す

る
た
め
当
地
に
き

た
朝
鮮

民
⊥
主
義
人
民
共
和

国
代
表
団
を

か
く
も
盛
大
な
晩
さ
ん
会

に
招
待
し
て
下
さ

っ
た

こ
と
に
た

い
し
、
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
理
事
長
高
田
秀
二
先
生
と

こ
の
席
に
お
集
ま
り
の
諸
先
生
方
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

わ
た
し
は
、
本
日
、
口
本
記
者
ク
ラ
ブ

の
招
き
に
よ
り
、

口

本

の
出
版
報
道
界

で
活
躍
な
さ

っ
て

い
る
み
な
さ
ん
と
こ
う

し

て
親

し
く
お
会

い
し
、

い
く
つ
か

の
間
題

に
つ
い
て
お
話
し
す

る
機
会
を

え
た

こ
と
を
大
変
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。

わ
た
し
は
、

こ
の
機
会
を

お
か
り
し
て
、
在
目
朝
鮮
公
民

の

民
主
主
義
的
民
族
権
利
を
擁
護
し
、
朝
日
両
国
人
民
間

の
親
善

関
係
を
発
展
さ
せ
、
祖
国

の
平
和
的
統

一
を
促
進
す
る
た
め

の

朝
鮮
人
民

の
闘
争

に
支
持
声
援
を
よ

せ
て

い
る
日

本

の
諸

政

党
、
大
衆
団
体
と
各
界

の
人
士
な
ら
び
に
広
範
な

日

本

人

民

に
、
み
な
さ
ん
を

つ
う
じ
て
心
か
ら
感
謝

の
意
を
表
す
る
も

の

で
あ
り
ま
す
。

朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国

の
国
家
首
班

で
あ
り
、
内
閣
首

相

で
あ

る
キ
ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志

は
、
最
近
わ
が
国
を
お
と
ず

れ
た
目
本

の
著
名
な
各
界
人
士
と
そ

の

つ
ど
親
し
く
会
見

し
、

ー

昭
和

47
年

2
刀

1

日

(
火

)

帝
国
ホ
テ

ル

「
鶴
胴の
問
」

朝
鮮
民
主
主
義

入
民
共
和
国
の
諸
政
策
を
全
面
的
に
明

ら
か
に

し
ま

し
た
。
キ

ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志

は
、
朝
日
新
聞
編
集
局
長

後
藤
先
生
な
ら
び
に
共
同
通
信
と
読
売
新

聞

の
記
者
と

の
会
見

で
、
朝
鮮
労
働
党

の
唯

】
の
指
導
思
想

で
あ
り
、
朝
鮮
民
主
主

義
人
民
共
和
国

の
す
べ
て
の
活
動
の
指
導

的
指
針
で
あ
る
チ

ュ

チ

エ

(
主
体
)
思
想
に

つ
い
て
、
ま
た
わ
が
国
に
お
け
る
社
会

主
義

建
設
と
六

か
年
計
画
の
中
心
課
題
、

わ
が
国
の
統

「
問
題

と
い
く

つ
か

の
国
際
問
題
、
朝
鮮
と
日
本

と
の
関
係
な
ど
に

つ

い
て
明
確

に
し
ま
し
た
。
わ
た
し
は
き

ょ
う
、
時
間
も
限

ら
れ

て
い
ま
す

の
で
、

キ
ム

・
イ
ル
ソ
ン
首
相
同
志
が
明
ら

か
に
し

た
祖
国
の
平
和
的
統

一
を
促
進
す
る
問
題
と
朝

・
日
両
国
間

の

諸
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

▽
祖
国
の
平
和
的
統

}
を
め
ざ
す
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
の
方
針
に
つ
い
て

敬
愛
す
る
首
領

キ

ム
・
イ
ル
ソ
ン
同
志
は
早
く
か
ら
、
祖

国

統

一
の
た
め
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
次

の
よ
う
に
明
ら
か
に
し

ま
し
た
。

「祖
国
統

一
に
関
す

る
わ
れ
わ
れ
の
方
針
は
、

こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
れ
わ
れ
は
、
民
族

の
内
部
問
題

で
あ

る

わ
が
祖
国

の
統

一
問
題
が
外
部
勢
力

の
干
渉
に
よ

っ
て
で
は
な

く
、
朝
鮮
人
自
身

の
手
に
よ

っ
て
、
そ

し
て
戦
争

の
方
法

で
は

な
く
平
和
的
な
方
法

で
解
決
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

[
貫

し
て

主
張
し
て
い
ま
す
。

朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
政
府
は
、
祖
国
統

一
に
た
い
す

る
こ
の
よ
う
な
基
本
方
針
に
も
と
つ

い
て
具
体
的
な
平
和
的
統

一
方
案
を
す
で
に
数
十
回
も
提
案

し
ま
し
た
。
昨
年
四
月
、
朝

鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
最
高
人
民
会
議
第
四
期
第
五
回
会
議

で
は
、
す
で
に
提
起

し
た
諸
方
案
を
総
合

し
て
八
項
日

の
統

一

方
案
を
重
ね
て
提
示
し
ま
し
た
。

八
項
目

の
基
本
内
容
は
次

の

通
り
で
す
。

一
、
南
朝
鮮

か
ら
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
侵
略
軍
を
撤
退
さ
せ

る
こ
と
、

二
、
南
北
朝
鮮

の
軍
隊
を
そ
れ
ぞ
れ
十
万
以
下
に
縮
小
す

る

こ
と
、

三
、

「
韓
米
相
互
防
衛
条
約
」
を

は
じ
め
、
南
朝
鮮
か
い
ら

い
政
権
が
民
族

の
利
益
に
そ

む
い
て
結
ん
だ
売
国
的
で

隷
属
的
な
諸
条
約
と
諸
協
定
を
廃
棄
す
る
こ
と
、

四
、
自
主
的

で
民
主
主
義
的
な
基
礎

の
上

で
自
由
な
南
北
総

選
挙
を
実

施
し
て
統

一
的
な
中
央
政
府
を
樹
立
す
る
こ

と
、

五
、
自
由
な
南
北
総
選
挙
を
実
施
す

る
た
め
南
北
朝
鮮

の
全

地
域

で
各
政
党
、
大
衆
団
体
お

よ
び
個
別
的
人
士
が
政
「

治
活
動
を
行
な
え
る
よ
う
完
全
な
自
山
を
保
障
し
、
南

朝
鮮

で
投
獄
さ
れ
た
す

べ
て
の
政

治
犯
と
愛
国
者
た
ち

を
無
条
件

釈
放
す
る
こ
と
、

六
、
祖
国
統

[
を

め
ざ
す
過
渡
的
な
措

置
と
し
て
南
北
連
邦

・制
を
実
施
す

る
こ
と
、

七
、
南
北
間

の
通
商
と
経
済
的
協
力
、
科
学
、
文
化
、芸
術

、

(12)
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ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
相
互
交
.流

と
協

力
を
実
現
し
、
手
紙

の
や
り
と
り
と
人
の
往
来
を
実
現
す
る
こ
と
、

入
、
以
上

の
す

べ
て
の
問
題
を
討
議
す
る
た
め
、
南
北
朝
鮮

の
政
治
協
商
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
。

キ
ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志
は
、
祖
国
統

一
に
と

っ
て
有
利
な
情

勢
を
科
学
的
に
分
析

し
た

の
に
も
と
づ
き
、

一
九
七

一
年
八
月

六
目
の
歴
史
的
な
演
説
で
、
南
朝
鮮

の
与
党
で
あ
る
民
主
共
和

党
を
ふ
く
む
す

べ
て
の
政
党
、
大
衆

団
体
、
個
別
的
人
士
と
い

つ
で
も
接
触
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
重
ね

て
明

ら
か
に
し
ま

し
た
。

祖
国
の
自
主
的
平
和
統

.
を
な
し
と
げ
る
た
め
の
わ
れ
わ
れ

の
配
し
い
方
針
と
、
そ
れ
を
実
現
す

る
た
め

の
真

し
な

努

力

は
、
南
朝
鮮

人
民
と
世
界
世
論

の

一
致

し
た
支
.持
を
う
け
て
い

ま
す
。

酢
年
、
南
朝
鮮
人
民

の
間
に
平
和
的
な
祖
国
統

一
の
機
運
が

か

っ
て
な
く
高

ま
り
ま
し
た
。
南
朝
鮮

の
青
年
学
生
は
、
軍
事

訓
練
に
反
対
し
,
平
和
統

一
を
主
張
し
て
連
目
の
よ
う
に
た
た

か
い
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。
昨
年

の

「大
統
領
選
挙
」
で
新

民
党
候
補
が
多

く
の
支
持
を
え
た
の
も
、
人
民
が
要
求
す
る
平

和
統

一
の
ス

ロ
ー
ガ

ン
を
か
か
げ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
は
南
朝
川鮮
人
民
が
平
和
統

一
の
言
葉
さ
え
]
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
ま
で
は
平
和
統

一
を
唱

え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

わ
が
祖
国
の
平
和

統

一
方
針
に
た

い
す

る
世
界

の
世
論

の
広
範
な
支

持

が

増

大

し
、
南
朝
鮮

で
平
和
統

一
の
機
運
が
高

ま
る
に

つ
れ
て
、
南
北

間
の
い
っ
さ

い
の
接
触
を
拒
ん
で
き
た
南
朝
鮮
当
局
者
も
南
北

朝
鮮
の
赤
十
字
会
談

に
応
ぜ
ざ
る
を

え
な
く
な
り
ま
し
た
。

い

ま
板
門
店
で
開

か
れ
て
い
る
赤
十
字
団
体
間

の
予
備
会
談
は
、

お
そ
き
に
失

し
た
感
が
あ
り
、
そ
こ
で
討
議

さ
れ
る
問
題
の
ワ

ク
も
限
ら
れ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
解
放
後
は
じ
め
て
朝

鮮
人
ど
う
し
が

一
堂

に
会
し
、
民
族

の
内
部
問
題
を
論
議

す
る

よ
う
に
な

っ
た
だ
け
に
、

こ
れ
は
祖
国
の
平
和
的
統

一
を

め
ざ

す
わ
が
人
民

の
た
た
か
い
に
と

っ
て

一
歩
前
進

で
あ
る
と

い
え

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
南
北
間
に
は
じ
め
て
対
話

の
道
が
開
か
れ
、

全
朝
鮮
人
民
が
南
北

の
接
触
と
協
商
を
通

じ
て
祖
図
統

[
の
新

た
な
局
面
が
開

か
れ
る
こ
と
を
こ
ぞ

っ
て
願

っ
て

い

る

時

期

に
、
南
朝
鮮

の
為
政
者
は
時
代
の
流
れ
に
さ
か
ら

っ
て
、
南
朝

鮮
に

い
わ
ゆ
る

「
非
常
事
態
」
を
宣
言
し
、
南
朝
鮮
を
恐
怖

の

ど
ん
底
に
お
と
し
入
れ
、
そ
の
か
げ
で
人
民
を
弾
圧
す

る
新

た

な
悪
法
を
で

っ
ち
上
げ
、
暴
圧
体
制
を

い
っ
そ
う
強
化

し
て

い

ま
す
。
し
か
し
、

か
れ
ら
が

い
か
に
暴
圧
を
強
化
し
て
も
南
朝

鮮
人
民
の
闘
争
を

阻
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
.
な
ぜ
な

ら
ば
、

抑
圧

の
あ
る
と

こ
ろ
に
は
反
抗
が
あ
り
、
反
抗
の
あ
る
と
こ
ろ

に
は
革
命
闘
争
が

お
こ
る
も
の
で
あ
る
か
ら

で
す
。

南

朝
鮮

の
為
政
者

は
、
あ
り
も
し
な

い

「北

か
ら
の
脅
威
」

と
い
う
デ

マ
を

ふ
り
ま
き
、
か
い
ら
い
支
配
機
構
と
社
会

生
活

を

「
臨
戦
体
制
」
に
改
編
L
、
兵
力
を
増
強

し
、連
日
、
だ
い
だ

い
的
な
軍
事
演
習

騒
ぎ
を
く
り
ひ
ろ
げ
る
な
ど
類
列
の
な

い
フ

ァ
ッ
シ

」
的
な
狂
乱
と
戦
争
騒
動
を
ひ
き
お
こ
し
て
い
ま
す
。

南
朝
鮮
か

い
ら
い

】
味

の
こ
の
よ
う
な
犯
罪
的
な
策

動
の
た

め
、

こ
ん
に
ち
朝
鮮
人
民
の
統

一
偉
業

の
前
途
に
は
新

た
な
障

害
が

つ
く
り
だ
さ
れ
て
お
り
、
わ
が
国

の
緊
張
は
い
っ.
そ
う
激

化
し
て
い
ま
す
。

当
画
の
情
勢

は
、
統

一
の
途
上
に
横

た
わ

っ
て
い
る
障

害
を

克
服

し
、
祖
国

の
統

一
を
促
進
す
る
た
め
の
救
国
対
策
を
講

じ

る
こ
と
を

い

つ
に
も
ま
し
て
切
実
に
要
求

し
て
い
ま
す
。

キ
ム

・
イ

ル
ソ
ン
首
相
同
志
は
、
全
朝
鮮

人
の
切
実

な
念
願

と
客
観
的
情
勢

の
科
学
的
な
分
析

に
も

と
つ

い
て
、
さ

る

一
月

十
日
、
朝
鮮

に
お
け
る
緊
張
を
と
り

の
ぞ
き
、
統

一
の
途
上
に

横
た
わ

っ
て
い
る
難
関
と
障
害
を
克
服

し
、
祖
国
統

一
の
突
破

口
を
き
り
ひ
ら
く
新

た
な
措
置
と
し

て
、
南
北
朝
鮮
が
平
和
協

定
を
結
び
、
南
北
間

の
政
治
協
商
を
お

こ
な
お
う
と
い
う
方
案

を
示
し
ま
し
た
。
敬
愛
す
る
首
領
キ

ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志
は

つ

ぎ

の
よ
う
に
の
べ
ま
し
た
、

「朝
鮮

で
緊
張
を
と
り
の
ぞ
く
た

め
に
は
、
な
に
よ
り
も
朝
鮮
停
戦
協
定
を
南
北
間

の
平
和
協
定

に
か
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
は
、
南
北
が
平
和
協

定
を
結
び
、
南
朝
鮮

か
ら
ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
侵
略
軍
を
撤
退

さ
せ
た
条
件

の
も
と
で
、
南
北
朝
鮮

の
武
力
を
大
幅
に
縮
小
す

る
よ
う
主
張
し
ま
す
。

キ

ム
・
イ
ル
ソ
ン
同
志
は
ま
た

つ
ぎ

の
よ
う
に

の

べ

ま

し

た
。

「
わ
れ
わ
れ
が
、
わ
れ
わ
れ
に

〃
南
侵
”
の
意
思
が
な

い

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は

一
度

や

二
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
し
南
朝
鮮

の
為
政
者
に

〃
北
進
統

一
”

の
意
図
が
な
け
れ
ば

南
北
間

の
平
和
協
定
の
締
結
に
同
意

で
き
な
い
な
ん
ら
の
理
由

も
な

い
は
ず

で
あ
り
ま
す
」

キ

ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志
が

こ
の
た
び
重
ね
て
提
起
し
た
こ
の

提
案
は
、
祖
国
の
自
誰
的
平
和
統

】
を
促
進
す
る
た
め
の
朝
鮮

労
働
党

と
共
和
国
政
府
の
終
始

一
貫

し
た
努
力

の
明
白
な
あ

ら

わ
れ

で
あ
り
、
わ
が
国
の
具
体
的
な
現
実
と
わ
が
人
民

の

】
致

し
た
意
思
と
念
願
を
そ
の
ま
ま
反
映

し
た
も

っ
と
も
現
実
的

で

公
明
正
大
な
方
案
で
あ

っ
て
、
わ
が
人
民
の
す
す
む
べ
き
道
を

明
ら

か
に
し
た
綱
領
的
指
針

で
あ
り
ま
す
。

南
北

間
に
平
和
協
定
が
締
結
さ
れ
、
南
朝
鮮

か
ら
外
来
侵
略

軍
を
撤

退
さ
せ
た
条
件
の
も
と

で
南
北
朝
鮮

の
兵
力
を
大
幅

に

縮
小
す
る
な
ら
ば
、
朝
鮮
で
緊
張
が

と
り
の
ぞ
か
れ
、
平
和
は

強
固

な
も
の
に
な
る
で
あ
り
ま

し
ょ
う
。

こ
の
協
定
が
結
ば
れ
れ
ば
、
南
朝
鮮
人
民
が
負

っ
て

い
る
戦

争
準
備

の
重

い
負
担
を

へ
ら
す

こ
と
が

で
き
る
し
、
南
朝
鮮

の

資
源
が
無
駄
づ
・か
い
さ
れ
る
こ
と
を
あ
る
程
度
ふ
せ
ぐ
こ
と
が

(13)
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で
き
る
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
和
協
定
が
締
結
さ
れ
れ
ば
、
ア
ジ
ア
人
ど
う
し
た

た

か
わ
せ
よ
う
と
す
る

「
ニ
ク

ソ
ン

・
ド
ク
ト
リ

ン
」

の
完
全

な
破
産
を
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
し
、

ア
ジ
ア
と
世
界

の
平
和
に

大
き
く
寄
与
す
る
で
あ
り
ま
し

ょ
う
。
し
た
が

っ
て
、
南

朝
鮮

の
為
政
者
た
ち
は
、
南
北
間
に
平

和
協
定
を
締
結

し
よ
う
と

い

う

わ
れ
わ
れ
の
提
案
を
受
け
入
れ
、
平
和
統

一
の
道

に
す
す
む

べ
き
で
あ
り
ま
す
。
敬
愛
す
る
首
領
キ
ム
・イ
ル
ソ
ン
阿
志

は
、

朝
鮮

の
統

一
問
題
を

い
か
な
る
外
部
勢
力
の
干
渉
も
な

し
に
、

朝
鮮
人
臼
身

の
力
で
自
主
的
に
解
決
す
る
原
則
的

立

ち

場

か

ら
、
こ
の
た
び
南
北
政
治
協
商
問
題
を
重
ね
て
提
起

し
ま
し
た
.

キ
ム

・
イ
ル
ソ
ン
同
志
は
、
次

の
よ
う
に
の
べ
て
い
ま
す
、

「
わ
れ
わ
れ
は
、
南
北
間

の
接
触
と
連
係
を

つ
よ
め
て
祖
国

の

統

一
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
南
北

の
政
治
協
商
を
行
疫
う
よ

う
主
張

し
ま
す
」

南
北

の
す
べ
て
の
政
党
、
大
衆
団
体
お
よ
び
個
別
的
人
士
の

接
触

と
対
話
が
幅
広
く
実
現
さ
れ
れ
ば
、
民
族

の
意
思
が
通

じ

合

い
、
互

い
に
現
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
る
し
、
民
族

的
81

合
と
団
結
を
も
た
ら
し
、
統

【
へ
の
扉
を
開
く
こ
と
が

で
き
ま

す
。
キ

ム

・
イ
ル
ソ
ン
酋
相
岡
志
が
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

わ
れ

わ
れ
は
、
租
国
統

一
の
間
題
を
南
朝
鮮

の
民
主
忙
〔和
党
、

新
提
党
、
国
民
党
を
は
じ
め
す

べ
て
の
政
党
と

い
つ
で
も
、
合

意

で
き
る
任
意

の
揚
所
で
会
談
を
行
な
う
用
意
が
あ
り
、

か
れ

ら
と
祖
国
統

一
に
関
す
る
政
見
を
交
換
し
、
平
和
統

「
の
方
途

を
模
索
す
る
双
務
的
、
あ
る
い
は
多
角
的
な
話

し
台

い
を
活
発

に
行

な
う
万
端

の
準
備
を
と
と

の
え
て
い
ま
す
.

い
ま
、
わ
れ

わ
れ
に
は
、
南
北

の
話
し
合

い
を
実
現
で
き
な

い
い
か
な
る
理

由
も
、

い
か
な
る
条
件
も
あ
り
え
ま
せ
ん
。
こ
と
ば

と
皮

ふ
の

色
が
異
な
り
、
思
想
と
信
仰
も
相
異
な
る
世
界

の
数

多
く

の
民

族
が
大
陸

と
大
洋
を

こ
え
て
絶

え
ず
接
触
し
、
交
流

と
協
力
を

は
か

っ
て
い
る
こ
ん
に
ち
、

同
じ
朝
鮮
人
ど
う
し
が
指
呼

の
間

に

い
な
が

ら
も
、
民
族

の
も

っ
と
も
さ
し
迫

っ
た
、

そ

し
て
電

要
な

問
題

で
あ
る
統

一
問
題

を

]
堂
に
会
し
て
協
議

で
き

な
い

理
.由

が
ど
こ
に
あ
り
え
ま

し
ょ
う
か
。
会

い
も
せ
ず

に
、

あ
あ

だ
こ
う
だ
と

い
い
、
口
先
き

だ
け

で

「平
和
統

一
」
を
う

ん
ぬ

ん
し
、
話

し
へ
口
い
を

こ
ば

む

の
は
統

]
問
題
を
解
決

し
よ

う
と

す

る
態
度

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

わ
れ
わ
れ
は
、
全
朝
鮮

人
民

の

最
大

の
民
族
的
念
願
で
あ
る
祖
国
統

一
の
問
題
を
解
決
す

る
た

め
に
、
南
北
朝
鮮
の
政
党
、
大

衆
団
体
お
よ
び
個
別
的
人

士
が

広
く
接
触

と
対
話
を
お
こ
な
う
時
機
が
到
来

し
た

と

思

い

ま

す
。わ

が
距
ハ和
困
政
府
は
,

か
つ
て
祖
国
と
人
民

に
た

い
し
て
罪

を
犯
し
た
人

で
も
、
真
に
自
己
の
あ
や
ま
ち
を
悔

い
、
祖
国
の

平
和
統

]
の
た
め
に
愛
国

の
道

に
す
す
む
な
ら
ば
、

そ
の
罪
を

問

わ
な

い
で
あ
ろ
う
し
、
か
れ
ら
と
手
を
と
り
合

っ

て

心

よ

く
、
祖
国

の
統

 
問
題
を
協
議
す
る
こ
と
に

つ
い
て
く
り
か
え

し
明
ら
か
に
し
て
き
た
し
、
ま
た
し
て
い
ま
す
。

民
旋

の
将
来
に
少
し
で
も
関
心
を
も

つ
ひ
と
で
あ

る
な
ら
ば

、
民
族
至
上

の
大
業
で
あ
る
祖
国

の
平
和
的
統

 
の
た
め
の
聖

な
る
道

に
す
す
ま
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
族

の
た

め
に
、
自
分

自
身

の
た
め
に
決
断
力
を
も

っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ

ん
.、万

一
、
そ
う
で
は
な
く
、
ひ
き

つ
づ
き
売
国
と
反
逆

の
道
を

す
す
む
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は
永
遠

に
売
国
奴

の
罪
を

ぬ
ぐ

い
さ

る
こ
と
は
で
き
な

い
で
し

ょ
う
。

い
ま
、
南
朝
鮮

の
為
政
者

た

ち
は

「総
力
安
保
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
の
も
と
に

「
実

力

を

培

獲
ー
し
、
わ
れ
わ
れ
に
対
抗
す
る
と
騒
ぎ
た
て
な
が

ら
、
愚
か

に
も

「
勝
共
統

一
」
を
夢

み
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
永

遠
に
実

現
で
き
な

い
海
想
で
あ
り
ま
す

。

「勝
共
統

=

は
自
滅

の
ス

ロ
ー
ガ

ン
で
あ
り
虫
†
、
歴
史

は
す
で
に
、
共
曜
主
義
を
消
滅

す

る
こ
と
が

で
き
な

い
こ
と
を

十
分
に
証
明
し
て

い
ま
す
。
共

産
主
義
運
動
は
、
パ
リ

・
コ
ン
ミ

ュ
ー
ン
か
ら
数
え
て
も
百
年

以
」

の
歴
史
を
も

っ
て
お
り
ま
す
.
こ
れ
ま
で
帝
国
主
義
者

と

そ

の
手
先

で
、
其
産
主
義
に
反
対
し
な
か
っ
た
者

は

 
人
も
お

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
だ
れ

一
人
、
共
産
屯
義
を
消
滅
さ
せ
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

南
朝

鮮

の
為
政
者
が
、
そ

の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す

る
な
ら

ば
、
民
族
的
な
立
ち
場
に
た
ち
か
え
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
外

部
勢
力

を
後
楯
に
し
て

「実
力
を
培
養
」
し
、

「勝
共
統

一
」

(14)
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を
し
よ
う

と
す
る
愚
か
な
屯
張
を
捨

て
て
、
朝
鮮
人
ど
う
し
力

を
あ
わ
せ
て
平
和
的
な
方
法
で
祖
国
を
統

一
し
よ
う
と

い
う
わ

れ
わ
れ

の
公
明
正
大
な
提
案
を
う
け

い
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。南

朝
鮮

の
為
政
費
は
、
外
来
侵
略
者

の
袖
に
す
が

っ
て
余
命

を
維
持

し
ょ
一つ
と
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
ま
た
愚
か
な
妄
想
に

す
ぎ
ま

せ
ん
、
外
来
侵
略
者

に
国

と
民
族
を
売

り
わ
た
し
な
が

ら
、

か
れ
ら
に
す
が

U
て
余
命
を
維
持

し
よ
う
と
し
た
者

た
ち

が
例
外

な
く
,
ぬ
ぐ
い
さ
る
こ
と

の
で
き
な

い
罪
を
犯
し
、
結

局
は
歴
史

と
人
民
の
き
び
し

い
審
判
を
ま
ぬ
が
れ
な

か

っ
た
こ

と
は
、

す
べ
て
の
売
国
奴

の
末
路

が
よ
く
示
し
て

い
ま
す
.
ま

L
て
こ
ん
に
ら
.
バ
ク

・
チ

,一
ン
ヒ

一
隙
が
神
と
も
頼

ん
で
き

た
主
人
た
ち
は
、
政
治
、
経
済

、
軍
事
的
に
重
大

な
危
機

に
直

面
し
て
お
り
、
白
ら
の
足
も
と

の
火
も
消
せ
な
い
窮
地

に
お
ち

い

っ
て
い
ま
す
.

わ
れ

わ
れ
は
.
全
朝
鮮
人
民
が
堅
く
団
結
し
、
祖
国
統

一
を

め
ざ

し
て
た
た
か
い
つ
づ
け

る
な

ら
ば
、
外
来
侵
略
者
を

し
り

そ
け
、
南
朝
鮮
を
お
お

っ
て

い
る
亡
国
の
危
機
を
打
開
す

る
こ

と
が

で
き
、
祖
国
の
平
和
的
統

一
を
必
ず
実
現
す
る

こ
と
が
で

き
る
と
思

い
ま
す
、
わ
れ
わ
れ
は
、
朝
鮮

の
統

一
問
題
が

な
お

新
余

曲
折
を

へ
て
は
い
る
が
、
遠

か
ら
ず
、
わ
が
人
民

の
意
思

に
よ

っ
て
民
族
白
決
の
原
則

に

し
た
が
い
平
和
的
な
方
法

で
解

決
さ
れ
る
も

の
と
信
じ
て
い
ま
す

。

▽
朝
鮮
と
日
本
と
の
関
係
に
た
い
す
る

わ
れ
わ
れ
の
立
ち
場
に
つ
い
て

わ
が
国
に
た
い
し
て
平
等
と
互
恵
の
原
則
で
友
好
的

に
接
す

る
す

べ
て
の
国
と
親
善
を
結
ぶ

こ
と
は
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民

共
和
圏
が
創
建
さ
れ
た
時

か
ら
終
始

一
貫
堅
持
し
て

い
る
対
外

政
↑策
の
基
本
原
則
の

一
つ
で
あ

り
ま
す
。

こ

の
よ
う
な
対
外
政
策

の
基
本
原
則
に
も
と
つ

い
て
、
朝
鮮

が
目
本

帝
国
主
義
植
民
地

の
く
び
き
か
ら
解
放
さ
れ
て
朝

鮮
民

主
主
義

入
民
共
和
国
が
創
建
さ
れ
た
あ
と
、
わ
れ
わ
れ
は

た
と

え
社
会

制
度
は
異
な

ワ
て

い
て
も
,
日
本
と
も
善
隣
関
係

を
結

ぶ
こ
と
を
希
望
し
て
き
ま
し
た
甘
遺
憾
な
こ
と
に
、

い
ま

朝
鮮

と
日
本

の
両
国
は
、
事
実
上

「近

く
て
遠
い
隣
国
」
と
な

っ
て

い
ま
す

.
た
が

い
に
隣

り
あ

っ
て

い
る
朝
鮮
民
主
主
義
人

民
共

和
国

と
日
本
が
正
常
な
関
係
を
結

ぶ
こ
と
は
、
両
国
人
民

の
利

益

の
た
め
に
も
き
わ
め
て
好

ま
し

い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す

、
わ

れ
わ
れ
は
、

わ
が
国
を
侵
略

し
た
口
太
・帝
国
室
義

者

は

憎

む

が
、

口
本
人
民
に
は
よ
い
感
情
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。

敬

愛
す

る
首
領
キ
ム
・
イ

ル
ソ

ン
首
相
同
志
は
、朝
鮮
と

日
本

と

の
関
係

に
つ
い
て
つ
ぎ

の
よ
う

に
の
べ
ま
し
た
。

「朝

鮮
と

日
本

両
国
間

の
閲
係
に
た

い
す

る
わ
れ
わ
れ
の
立
ち
場

は
明
ら

か
で
あ
り
、
ま
た

一
貫
し
て

い
ま
す
.
わ
れ
わ
れ
は

い
ま
も
、

両
国

間

の
非
正
常
な
事
態
を

【
日
も
早
く
終
わ
ら
せ
、

正
常
な

関
係

を
結

ぶ
こ
と
を
漱

っ
て

い
ま
す
、
そ
れ
が
わ
れ
わ
れ
両
国

人
民

の
志
向
と
利
霧
に
か
な

い
、
ア
ジ
ア
と
世
界

の
.平
和

の
た

め
に
も
有
益

で
あ
る
と
わ
れ

わ
れ
は
信
じ
て
い
ま
す
」
朝

鮮
と

口
本

.画
国
間
に
こ
れ
ま
で
善
隣

関
係
が
実
現
さ
れ
て

い
な

い
の

は
、

全
的
に
わ
が
国
に
た

い
す

る
U
本
当
局
の
非
友
好

政
策

に

よ
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
過
去
、
]
本

に
侵
略
さ
れ
た
こ
と
は
あ

っ
て
も
、

日
本

を
侵
略
し
た
り
、
口
本

の
内
政
に
干
渉
し
た

こ
と
は

な
い

し
、

日
本

に
た
い
し
て
敵
対
的

な
政
策
を
と

っ
た

こ
と
も

あ
り

ま
せ

ん
.
わ
れ
わ
れ
は
、

口
本

と
友
好
的
な
善
隣
関
係
を

も

つ

た
め
に

つ
ね
に
努
力
し
て
き

ま
し
た
、
し
か
し
、

わ
れ

わ
れ
の

一
方

的
な
努
力
だ
け
で
は
善
隣

関
係
が
実
現
し
え
な

い
と
い
う

こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
の
事
実

が
よ
く
示
し
て

い
ま
す
。
貿

易
関

係

に

お

い
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
と
の
貿
易
を

発
展

さ
せ
る

こ
と
を
希
望
し
て
お
り
、
ま
た
そ
の
た
め
に
努
力

し

て

い

ま

す
。

口
本
は
、
わ
が
国
に
近

い
隣
那
で
あ
り
ま
す

の
で
、
経
済

交
流

を
お

こ
な
え
ば
、
輸
送
費

も
少
な
く
て
す
み
、

い
ろ

い
ろ

と
た
が

い
に
有
利
な
点
が
多

い
こ
と
と
思
い
ま
す

、

し
か
し
、
日
本
が
わ
が
国

に
た

い
し
て
封
じ
こ
め
政
策
を
と

っ
て

い
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ

は
や
む
な
く
フ
ラ

ン
ス
、

イ
ギ
リ

ス
、

オ
ー

ス
ト
リ
ア
、
オ
ラ

ン
ダ
な
ど
遠

い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
国

に
行

き
、
必
要
な
物
を
買

っ
て
お
り
ま
す
、
こ
淑

ら
の
国
は
、

わ
が
国

と
国
交
関
係
が
な

い
国

で
す
が
、
経
済
交
流
を
妨
げ
て

は
お
り
ま
せ
ん
、
も
ち
ろ
ん
、

日
本
が
わ
が
国
と
・貿
易
.を
し
な

い
か
ら
と

い
っ
て
、
わ
が
国

の
社
会
主
義
建
設
が
破

柾
す
る
な

ど
と

い
う
こ
と
は
け

っ
し
て
あ
り
ま
せ
ん
、

日
本
は
わ
が
国
と
の
貿
易

に
封

じ
こ
め
政
策

51
一と

っ
て
き
ま

し
た
が
、
わ
れ
わ
れ
は
朝
鮮
戦
争
後
十
四
年
と

い
う
短

い
期
間

に
社
会
主
義
工
業
化
の
歴
史
的
な
課
題
を
遂
行
し
ま
し
た
、

朝
鮮

と
日
本
の
両
国
間

に
善
隣
関
係
が
実
規
す

る

か

ど

一つ

か
、

ま
た
そ
れ
が
早
く
実
現
す

る
か
ど
う
か
は
、

東

っ
た
く
11

本
当

局

の
態
度

い
か
ん
に
か
か

り
て

い
る
と
思

い
ま
す
。
こ
ん

に
ち
口
本

に
は
、
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国

に
た

い
す
る
非

友
好

的
政
策
を
や
め
さ
せ
、
朝
鮮
日
本
両
国
間

の
関
係
を
正
常

化

し
、
人
事
往
来
と
経
済
、
文
化

の
交
流
を
発
展
さ
せ
る
べ
き

で
あ

る
と

い
う
声
が
日
ご
と
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は

親
韮
日を
も
と
め
る
両
国
人
民

の
念
願
と
志
向
を
反
映
し
た
も
の

で
あ
・
っ
て
、
き
わ
め
て
よ
い
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
は
最
近
、

目
本

の
与
党
で
あ
る
自
由
民
主
党
所
偶

の
国
会
議
員
ま
で
も
う
ら
し
た
超
党
派
的
な
日

・
朝
友
好
促
進

議
員
連
盟
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
は
、
朝
11
両
国
間

の
関
係
を
正

常
化

す
る
う
え
で
重
要
な
意
義
を
も

つ
も
の
と
認
め
、
朝

・
日

両
国
間

の
友
好
関
係

の
樹
立
を
め
ざ
す
議
員
連
盟

の
活
動
を
高

く
評
価

し
て
お
り
ま
す
。
最
近
、
日
本

の
各
政
党

、
団
体
と
言

(15)
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論
、
出
版
界
を
は
じ
め
広
範
な
各
界
人
士

の
わ
が
国
訪
問
が
急

激
に
ふ
え
て
い
ま
す
。
と
く
に
、
久
野
忠
治
先
生
を
団
長
と
す

る
同
朝
友
好
促
進
議
員
連
盟
の
初

の
代
表
団
が

わ
が
国
を
訪
問

し
た
こ
と
は
、
朝

・
日
両
国
間

の
友
好
関
係
を
き
ず
き
、
そ
れ

を
拡
大
、
発
展
さ
せ
る
の
に
大
き
く
貢
献

し
ま

し
た
.

こ
の
よ
う
な
諸
般

の
事
実
は
、
絶
対
多
数

の
日
本
人
民
が
朝

鮮

と
の
友
好
関
係
を
結

ぶ
こ
と
を
願

っ
て

い
る
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
ご
く
か
ぎ

ら
れ
た

一
部
の
勢
力
だ
け
が
時
代

の
流
れ
に

さ
か
ら
っ
て

い
る
こ
と
を
も
の
が
た

っ
て
い
ま
す
、
わ
れ
わ
れ

は
、
朝
鮮
人
民
と
日
本
人
民
が
と
も
に
積
極
的
な
た
た
か
い
を

く
り
ひ
ろ
げ

る
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
両
国
間

の
国
交
を
樹
立
す

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
両
国
間
の
国
交

が
樹
立
さ
れ
る
以
前
で
も
相
互
主
義

の
原
則
に
た

っ
て
人
事
往

来
を
大

い
に
行

な

い
、
経
済
、
文
化
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
す

べ
て

の
分
野
で
交
易
と
交
流
を
広
く
行

な
う
用
意
が
あ
り
ま
す
。
こ

ん
に
ち
朝

・
日
両
国
間

に
は
、
部
分
的
に
交
流
が
行
な
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ

一
方
的
な
性
格
を
ま
ぬ
が
れ
ま
せ
ん
、

隣
国
で
あ
る
朝
鮮

と
日
本

の
あ

い
だ
に
人
の
往
来
と
経
済
、

文
化
の
交
流
を
拡
大

し
、
友
好
関
係
を
樹
立
す
る

こ
と
は
、
朝

・
目
両
国
人
民

の
念
願
に
合
致
す
る
だ
け
で
な
く
、

ア
ジ

ア
と

世
界

の
平
和
を
強
固
に
す
る
う
え
で
も
大

き
な
意
義
を
も

っ
て

い
ま
す
。
朝

・
日
両
国
間

の
関
係
を
改
善

す
る
に
あ
た

っ
て
朝

鮮
民
⊥
主
義
人
民
共
和
国
に
た

い
す
る
非
友
好
的
な
政
策

の

一

環
と
な

っ
て
い
る
六
十
万
在
日
朝
鮮
同
胞

へ
の
抑

圧

を

中

止

し
、
国
際
法
に
し
た
が

っ
て
在
口
朝
鮮
公
民

の
民
主
主
義
的
民

族
権
利
と
祖

国

へ
の
自
由
往
来
を
は
じ
め
と
す
る
行
動
の
自
山

を
保
障
す

る
こ
と
が
き
わ
め
て
重
要
で
あ

り
ま
す
。

現
在
、
日
本

に
居
住
す
る
朝
鮮
人
だ
け
が
国
際
法
に
規
定
さ

れ
た
外
国
人
と

し
て
の
待
遇
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
と

い

う
非
正
常
な
事
態

は
、
す
み
や
か
に
是
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な

い
と
、
わ
れ
わ
れ
は
考
え
ま
す
。
わ
れ

わ
れ
は
日
本

に
居
住

す
る
朝
鮮
公
民

の
民

主
主
義
的
民
族
権
利

を
守
る
う
え
で
、
朝

鮮
総
連
の
意
見
を
尊

重
し
て
い
ま
す
。

川
村

(東
京
放
送

)

日
本
が
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国

に
対

し
て
封
じ
込

め
政
策
を
と

っ
て
い
る
と

い
う
そ
の
具
体
的

内
容

に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳
し
く
伺

い
た

い
。

答

第

一
点

と
し
て
両
国
間
の
人
事
往
来
を
あ
げ
る

こ
と
が

で
き

る
と
思

い
ま
す
。
ご
承
知
の
よ
う
に
目
本

の
言
論
出
版
界

あ
る
い
は
政
治
家
や
学
界
、
経
済
界

の
代
表
が
、
こ
れ
ま

で
数

多
く
わ
が
国
を
訪
れ

て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、

わ
が
国

の
学
界

代
表
や
政
治
家
あ
る

い
は
出
版
報
道
関
係

の
人
は

い
ま
だ
に
目

本
に
は
い
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
人
事
往
来

に
お
け

る

一
方

的
な
措
置
、

い
い
か
え
る
な
ら
ば
人
事
往
来

の
相
互
性

の
原
則

が
全

く
無
視
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
が
、
H
本
政
府

の
わ
が

国
に
対
す
る
国
際
政
策

の
第

一
点
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
日
本

に
は
六
十
万
に
の
ぼ
る
朝
鮮

公
民
が
居
住

し
て

お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
日
本
政
府
は
こ
の
同
胞

の
う
ち
、
南
朝

鮮

へ
の
往
来
は
自
由

に
認
め
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
朝
鮮
民

主
主
義
人
民
共
和
国

へ
の
往
来
は
ご
く
限

ら
れ
た
数
以
外
極
端

に
制
限
し
て
い
ま
す
。
朝
鮮
半
島

に
お
け
る
唯

【
の
合
法

政
府

は
、
朝
鮮
民
主
主
義

人
民
共
和
国
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

在
目
同
胞
た
ち
に
南

へ
の
往
来
だ
け
を
認
め
、
共
和
国

へ
の
往

来
を

い
っ
さ
い
認
め
な

い
の
は
き
わ
め
て
不
当
な
差
別
措
置

で

あ
り
封
じ
込
め
政
策

で
あ
る
と
い
う

ふ
う
に
私
た
ち
は
み
て
お

り
ま
す
。

ま
た
国
連
に
お

い
て
も
日
本
政
府
は
、

ア
メ
リ
カ
と
脇

力
し

て
、
朝
鮮
半
島

に
お
け

る
唯

一
の
政
府
が
あ
た
か
も
南
朝
鮮

の

カ
イ
ラ
イ
政
権

で
あ

る
か
の
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
策
動
し
て
お
り

ま
す

。
こ
の
こ
と
も

わ
が
国
に
対
す
る
封
鎖
政
策

の

一
環
で
あ

る
と

い
う
ふ
う
に
思

い
ま
す
。

わ
が
国
と
最
も
近

い
隣
国
で
あ
る
目
本

と
の
経
済
貿
易
関
係

を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
心

か
ら
の
ぞ
ん
で
お
り

ま
す
。
な
ぜ
な
ら
遠

い
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
フ
ラ

ン
ス
や
イ
ギ
リ

ス

あ
る
い
は
そ

の
他

の
諸
国
か
ら
品
物
を
買

っ
て
く
る
よ
り
も
、

近

い
隣
国
か
ら
買

っ
て
く
る
方
が
運
賃
も
安
く

つ
き
ま
す
.
こ

れ
は
わ
れ
わ
れ
に
と

っ
て
有
利
で
あ
る
ば

か
り
で
な
く
日
本

に

と

っ
て
も
有
益
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
日
本

政
府
は
両
国
間

の
貿
易
関
係
を
発
展
さ

せ
る
た
め
、

い
ま
だ
に

何
ら
の
措
置
も
講

じ
よ
う
と
し
て
い
ま
せ
ん
、

渡
辺

(英
文
毎

日
)

今
、
日
本

で
は
、
口
朝
間
の
国
交
を

正
常
化
す
る
場
合

の
日
韓
基
本
条
約

の
扱

い
を

め
ぐ

っ
て
論
議

が
か
わ
さ
れ
て

い
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
点

に

つ
い
て
お
然
口
え

い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

答

朝
日
両
国
間

の
国
交
を
正
常
化
す

る
前
提
と
し
て
韓
目

条
約
を
廃
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ど
う

か
と
い
う
質
問
で

す
が
、
私
た
ち
は
必
ず
し
も
そ
う
だ
と
は
思

っ
て
い
ま
せ
ん
。

朝
日
両
国
間
に
国
交

が
正
常
化
さ
れ
る
な

ら
ば
、
韓
]
条
約
と

い
う
も
の
は
自
然
消

滅
す
る
も
の
と
い
う

ふ
う
に
わ
れ
わ
れ
は

考

え
て
お
り
ま
す
。

わ
が
国
は
、
わ
が
国
と
互
恵
平
等
の
立
ち
場

で
国
交
を
正
常

化
し
た
い
と
望

む
国

に

つ
い
て
は
、
い
か
な
る
国
と
も
正
常
化

す
る
立
ち
場
を
堅
持

し
て
お
り
ま
す
。
現
在

で
も
私
た
ち
は
、

南
朝
鮮
と
国
交
関
係

の
あ
る
国
で
あ

っ
て
も
、
互
恵
平
等

の
立

ち
場
で
わ
が
国
と
国
交
を
結
び
た
い
と

い
う
国
と
は
、
国
交
関

係
を
も

っ
て
お
り
ま
す

。

、

し
た
が

っ
て
た
と

え
韓
日
条
約
が
廃
棄
さ
れ
る
以
前
に
お
い

て
も
、
そ
の
よ
う
な
原
則
が
適
応
さ
れ
る
な
ら
ば
わ
が
国
と
日

本

の
国
交
を
結
ぶ

こ
と
も
可
能
で
あ
り
ま
す
。

田
口

(
時
事
通
信
)

日
本
の
外
務
省

は
日
韓
基
本
条
約
が

(16)
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あ
る
か
ら
、
共
和
国
と

の
話

し
合

い
に
は
入
る
わ
け
に
は
い
か

な

い
と
説
明
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
た
だ
日
本

と
し
て
も
朝
鮮

半
島

の
緊
張
緩
和
を

の
ぞ
む
気
持
に
お
い
て
は
だ
れ
に
も
劣
ら

な

い
わ
け
で
あ

っ
て
、

そ
う

い
う
意
味
で
少
し
ず

つ
で
も
人
事

交
流
は
す
す
め
た
い
と
思

う

の
で
す
。
そ
う

い

っ
た
あ
る
意
味

で
は
日
本

の
苦
し
い
立
ち
場
を
、
公
式
論
で
は
な

く
て
も
う
少

し
現
実
的
な
見
方
が

で
き
な

い
も
の
か
お
伺

い
し
た
い
。

答

先
程
も
申

し
上

げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
私

た
ち
は
韓
日

条
約
が
た
と
え
廃
棄
さ
れ
る
以
前
に
お
い
て
も
朝

口
両
国
間

の

国
交
を
実
現
し
う
る
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
し

て
朝
口
両
国
間
に
国
交
が
結

ば
れ
る
な
ら
ば
韓
日
条
約
は
臼
動

的

に
無
効
に
な
る
も

の
と
み
て
お
り
ま
す
。

大
森

(
朝
]
新
聞
)

東

西
ド
イ
ツ
の
国
連

の
加
盟
が
今
年

の
総
会
あ
る
い
は
来
年
あ
た
り
に
実
現
す
る
ん
じ

ゃ
な

い
か
と

い
う
観
測
が
非
常
に
強

い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
続

い
て
朝
鮮

半
島

の
二
つ
の
国
も
同
時
に
国
速
に
加
盟
さ
せ
よ
う
と
い
う
機

運
が
強
く
な

っ
て
く
る
と

い
う
観
測
も
強
ま

っ
て
い
ま
す
。
も

し
そ
の
よ
う
な
動
き
が
国
連

で
強
く
な
り
、
同
時
に
国
連
に
招

へ
い
し
、
加
盟
さ
せ
た

い
と

い
う
決
議
が
お
こ

っ
た
時
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
ま
す
か
、
南
朝
鮮

の
国
と
同
様

に
国
連

に
席
を
も

つ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
賛
成
さ
れ
ま
す
か
。

答

国
連
に
対
す

る
わ
れ
わ
れ
の
立
ち
場

に

つ
い
て
お
話

し

た

い
と
思

い
ま
す
。
朝
鮮

民
主
主
義
人
民
共
和
国
は

一
貴
し
て

国
連
憲
章
を
尊
重
し
て
き
ま
し
た
し
、
今
だ
か

つ
て
国
連
憲
章

に
違
反
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
連
憲
章
を

ふ
み
に
じ
り

け
が
し
て
い
る
の
は

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
で
す
。

ア
メ
リ
カ
帝

国
主
義
は
国
連
の
旗
を
盗
用
し
て
朝
鮮
を
侵
略
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
連
の
歴
史
に
も

っ
と
も
恥
ず
べ
き
汚
点
を

残

し

ま

し

た
。し

た
が

っ
て
国
連

は

ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義

の
さ
し
ず

に
よ
っ

て
デ

ッ
チ
あ
げ
ら
れ
た
朝
鮮
問
題
に
関
す

る

い
っ
さ

い
の
不
当

な
決
議
を
と
り
消
す

べ
き
で
あ
り
、
ま
た
国
連

軍

の
看
板

の
も

と
に
南
朝
鮮
を
不
法

に
占
領

し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
侵

略
軍

を
た
だ
ち
に
撤
去
さ
せ
る
ぺ
き
で
あ
り
、
侵
略
的

な
国
連

韓
国
復
興
統

一
議
員
団
を
た
だ
ち
に
解
体
す

べ
き
で
す
。

東

西
ド
イ

ツ
が
同
時
に
加
盟
す
る
問
題
に

つ
い
て
お
話
が
あ

り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、

こ
れ
は
よ
そ
の
国

の
問
題
で
あ
り
ま
す

の
で
、
私
が

こ
こ
で
論
評
す
る
筋
合

の
も

の
で
は
な

い
と
思
い

ま
す

。
そ
れ
か
ら
わ
が
国
が
南
北
同
時
に
国
連

に
加
盟
す
る
こ

と
が

あ
り
う
る
か
ど
う

か
と

い
う
質
問
で
す
が
、
私
は
国
速
問

題

の
専
門
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
残
念

な
が

ら
こ
の
場
で

そ
の
問
題
に
つ
い
て
確
容
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
た
だ
こ

こ
で
も
う

一
度
は

っ
き
り
申
し
上
げ
て
お
き

た

い
こ
と
は
朝
鮮

人
民

は
あ
く
ま
で
も
外
国
勢
力

の
干
渉
を
う
け
ず
に
朝
鮮
人
民

自
身

の
手
で
祖
国
を
統

一
す
る
と

い
う
立
ち
場
を
終
止

一
貫
堅

持

し

て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

梁

田

(朝
日
)

去
年

の
四
月
の
党
大
会

で
き
ま
り
ま
し
た

八
項

目

の
統

一
ビ
ジ

ョ
ン
、
そ
の
中
の
六
項

目
に
、
祖

国
統

一

を

め
ざ
す
過
渡
的
な
措
置
と
し
て
南
北
速
那
制
を
実
施
す
る
こ

と
、

と
い
う
項
目
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
共
和
国
の

内
部

で
は
朝
鮮
労
働
党

と
共
和
国
政
府
は
国
内

の
働
ら
く
人
た

ち
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
説
明
を
し
て
お

ら
れ
ま
す
か
、
ま
た

そ
れ

に
対
し
て
国
民
は
ど
う

い
う
ふ
う
に
反
応

し
て
い
る
か
ニ

ュ
ー

ス
関
係
だ
け
で
結
構

で
す
。

答

こ
れ
は
あ
く
ま
で
統

 
に

い
た
る
過
渡
的
な
措
置
で
あ

っ
て

つ
ま
り
共
和
国
と
南
朝
鮮

の
現
在

の
社
会
政
治
体
制
を
そ

の
ま
ま
存
続
さ
せ
な
が
ら
経
済
文
化

の
交
流
や
人
事

の
往
来
な

ど
を

相
互
的
に
実
現
す
る
た
め
の

一
つ
の
過
渡
的

な
連
合
体
で

あ
る

と
理
解

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

菊

野

(
N
T
V
)

美
濃
部
知
事
が
貴
国
を
訪
問
さ

れ
て
か

ら
中
国

へ
い
か
れ
て
保
利
書
簡
と
い
う
も
の
が

と
び
出
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
の
ご
感
想

と
、
も
う

一
つ
ハ
イ
ジ

ャ
ッ
ク
の
赤

軍
派
が
現
在
ど
う
い
う
ふ
う
に
扱
わ
れ
て
い
る
か
。

答

第

一
点
に

つ
い
て
、
共
和
国
で
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て

事
前

に
は

一
つ
も
わ
か

っ
て
い
求
せ
ん
で
し
た
。
私
た
ち
が

こ

う

い
う

こ
と
を
知

っ
た

の
は
外
電
を
通
じ
て
で
、
は
じ
め
て
そ

う

い
う

こ
と
も
あ

っ
た
か
と
知

っ
た
わ
け
で
す
。

「
よ
ど
号
」
の
学
生

は
学
習
に
は
げ
ん
で
お
り
ま
す
.
最
近
金

日
成
首
相
に
お
く

っ
た
年
賀
状

で
、
い
ろ
い
ろ
お
世
話

に
な

っ

て

い
る
ば
か
り
で
た
く
学
習

の
条
件
を
保
証
し
て
く
れ
て
い
る

こ
と
に
対
し
て
感
謝

の
意
を
表
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

の

年
賀
状
は
読
売
新
聞
を
通

じ
て
ご
ら
ん
に
な

っ
た
こ
と
ど
思

い

ま
す

。

渡

辺

(
英
文
毎
目
)

こ
の
ほ
ど
東
京
で
行
な
わ
れ
ま
し
た

第

二
回
日
ソ
定
期
協
議

に
お
き
ま
し
て
本
年
中

に
日
ソ
間

で
平

和
条

約
締
結
の
た
め

の
交
渉
を
は
じ
め
る
と

い
う
合
意
に
達

し

た

わ
け
で
す
が
、
こ
れ
に

つ
い
て
貴
国
で
は
ど
う

い
う
ふ
う

に

う
け
と
め
ら
れ
て
い
ま
す

か
。

つ
ぎ

に
北
方
領
土
問
題

に
関
連
し
て
樺
太
に

い
る
六
千
人
の

朝
鮮

の
方
た
ち
が
本
国
帰
還
を
希
望
さ
れ
て

い
ま
す
が
、

こ
の

人

た
ち
の
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
ら
れ
ま
す
か
。

答

ま
ず
μ
ソ
平
和
条
約

の
交
渉
の
問
題
で
す
け
れ
ど
も
、

ご
承
知
の
よ
う
に
わ
が
代
表
団
が
日
本
に
入
国

し
た
以
後
に
日

ソ
平
和
条
約
締
結

の
た
め

の
協
議
が
は
じ
ま
る
と

い
う

こ

と

で
、
私
た
ち
は
こ
の
問
題

に

つ
い
て
正
確
な
資
料
を
も

っ
て
お

り

ま
せ
ん
。
従

っ
て

こ
の
問
題
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
も
研
究
中

で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
し
か
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
。

樺
太

の
人
で
す
が
、
あ
ま
り
詳
し
く
知
り
ま
せ
ん
の
で
こ
こ

で
お
答
え
は
で
き
ま

せ
ん
。

柳
川

(
N
H
K
)

国
連
加
盟
に
つ
い
て
も
う

一
度
伺

い
ま

(17)
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す
。
国
連

は
不
当
な
決
議
を
と
り
消

す

ぺ
き
だ
と
い
わ
れ
た

の

で
す
が
、
決
議

の
と
り
消
し
と

い
う
も

の
が
加
盟
に

つ
い
て

の

絶
対
的
な
条
件
な

の
か
、
そ
れ
と
も
す

べ
き
だ
と
い
う
希
望
、

期
待
な

の
か
。

答

わ
が
国
が
国
連
に
加
盟
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
は

今

の
段
階

で
は
ま
だ
提
起
さ
れ
て

い
る
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
こ

の
こ
と
を
加
盟
す
る
条
件

に
す
る
か
い
な
か
と

い
う

こ
と
は
別
問
題

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
決
定
は
あ
く
ま
で

ゲ
ス
ト

大
石
武

剛
環
境
庁
長
官

不
法
な
も

の
で
あ
り
ま
す

の
で
、

そ
れ
は
撤
圓
さ
れ
ね
ば

な
り

ま
せ
ん
。

質
問

こ
ん
ど
の
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
ど

の
く
ら
い
金

メ
ダ

ル

を
お
と
り
に
な
る

つ
も
り
で
す
か
。

答

ハ
ン
ピ

ル
フ
ァ
選
手
は
じ
め
わ
が
国

の
選
手
た

ち
は

コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン
も

よ
く
士
気
も
旺
盛

で
あ
り
ま
す
の
で
、
成
績

に
つ
い
て
は
明
る

い
見
通
し
を
も

っ
て
お
り
ま
す
。
競
技

に
よ

っ
て
、
皆

さ
ん
に
お
示
し
で
き

る
と
思

い
束
す
。
(文

・
通
訳
)

環
境
保
全

に
関
す
る
四
法
案

環
境
庁

で
は

こ
ん
ど
の
国
会
に
四

つ
の
法
案
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
そ

の

一
つ
は
特
殊
鳥
類

の
保
護
に
関
す
る
法
律
案

で

す
。
先
般
福

田
外
務
大
臣
と
ア
メ
リ
カ
大
使
の
間
で
口
米
間

の

渡
り
鳥
条
約
が
調
印
さ
れ
ま
し
た
。
特
殊
鳥
類
の
保
護
法
案

は

こ
の
調
印
を
促
進
さ
せ
る
た
め
の
も

の
で
す
。
ご
承
知
の
よ
う

に
日
本

の
自
然
は
豊
か
で
、
五
百
数
十
種

の
鳥
類
が
極
息
し
て

い
衷
す
。
そ

の
う
ち
の
大
部
分
が
渡

り
鳥

で
ア
メ
リ
カ
あ
る

い

は
カ
ナ
ダ
、

ア
ラ
ス
カ
方
面
か
ら
、
夏

に
目
本
に
渡

っ
て
き
て

秋
に
な
る
と
帰

る
と

い
う
夏
鳥
が
多

い
わ
け
で
す
。

一
方
、

ソ

連
、

シ
ベ
リ
ア
方
面
か
ら
は
ガ

ン
、

白
鳥
、
カ
モ
な
ど
の
冬
鳥

が
渡

っ
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
渡

り
鳥
を
な
ん
と
か
し
て
保

昭
和

47
年

3
刀

10

日

(金

)

帝
国
ホ
テ

ル

「
牡
丹

の
間
」

護
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
無
秩
序

に
森
林
が
切
り
は
ら
わ
れ

烏

の
す
み
家

が
だ
ん
だ
ん
な
く
な

っ
て

い
る
わ
け
で
す

。
こ
う

い
う
時

で
す

の
で
、
豊
か
な
自
然
を
守

る
た
め
に
も
こ
れ
ら

の

鳥
を
保
護

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し
渡
り
鳥

で

す

か

ら
、

一
国

だ
け
で
は
保
護
で
き
な

い
。
ど
う
し
て
も
二
国
間
、

三
国
間
が
鳥

の
実
.態
、
生
態
、
習
性
を
お
互

い
に
研
究

し
あ

っ

て
、

そ
れ
を
情
報
交
換
し
、
検
討

し
て
は
じ
め
て
完
全

な
保
護

が
で
き
る
と

い
う

こ
と
で
す
。
昭
和

三
十
五
年
に
太
平
洋

に
面

す
る
国
家
が
集
ま
り
、
鳥
の
保
護

に

つ
い
て
の
相
談
を

し
、
将

来
そ
う

い
う

こ
と
を
実
行
し
よ
う
と

い
う
こ
と
を
申

し
合

わ
せ

た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
実
を
結
び
ま
せ
ん
で
し
た
。
幸

い
今

回
機
が
熟

し
、
最
初
に
ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
間

で
渡

り
鳥
を
お

互
に
保
護

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
条
約
が
調
印
さ
れ
、

そ
の
う

ら
の
法
案

と
し
て
特
殊
鳥
た
と
え
ば
ト
キ
と
か
オ
ジ

ロ
ワ
シ
で

あ
る
と
か
絶
滅
に
瀕
し
て
い
る
貴
重
な
鳥
類
を
保
護

し
よ
う
と

い
う
こ
と
で
す
。
今

ま
で
に
も
保
護

の
法
律
は
あ
り
ま

し
た
が

も

っ
と
き

つ
い
も

の
で
す
。

こ
ん
ど
は
そ
の
よ
う
な
鳥

の
、

あ

る
い
は
そ
の
剥
製
な
り
卵
な
り

い
っ
さ

い
の
譲
渡
も
輸
出
も
輸

入
も
認
め
な

い
。

ア
メ
リ
カ
と
日
本

の
間
だ
け
で
す
が
、

こ
れ

を
犯
し
た
も

の
に
は
体
刑
を
課
す
る
と

い
う
よ
う

な
法

律

で

す
。
そ
う

い
う
鳥

の
法
律
案
が
近
く
提
案
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
目
本

と
ア
メ
リ
カ
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な

い
場
合
も
当
然
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

ニ
ュ
ギ
ー

ニ
ア
の
極
楽

鳥
は
今

や
絶
滅

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
高
く
売
れ
る

の
で
捕
獲

者
が
あ
と
を

た
た
な
い
。
こ
れ
も
お
さ

え
な
け
れ

ば

な

ら

な

い
。
幸

い
六
月

の
国
連
環
境
会
議

の
際
、
あ
る
い
は
そ

の
後

で

ア
メ
リ
カ
が
中
心
に
な
り
世
界

の
国

々
が
集
ま
り
、

こ
の
よ
う

な
絶
滅
に
瀕

し
て
い
る
鳥
類
や
動
物
を
保
護
し
、
こ
れ
ら
の
輸

出
、
輸
入
、
捕
獲
を

い
っ
さ

い
禁

止
し
よ
う
と
い
う
方
向

に
進

ん
で
い
ま
す
。
次

に
出
し
た

い
の
は
無
過
失
損
害
賠
償
.責
任
制

度
の
法
律
案

で
す
。
日
本

の
自
然
が
無
秩
序
に
破
壊
さ
れ

て
お

り
ま
す

の
で
、
経
済
開
発
と
調
和
さ

せ
て
、
で
き
る
だ
け
日
本

の
国
土
を
守

っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
今

度

は
準
備
期
間
も
少
な

い
の
で
日
本
全
土
に
渡
る
よ
う
な
広
範

囲

の
守
備
範
囲
は
求
め
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
理
想
範
囲
を
盛

っ
た
考

え
方
を
と
り
入
れ
た
自
然
を
守

る
た
め

の
臼
然
環
境
保
全
法

と

い
う
法
律
案
も
提
案

し
た

い
と
考

え
て

い
ま
す
。
も
う

一
つ
は

鳥
獣
保
護
に
関
す
る
法
案
で
す
。
現
在

の
狩
猟
制
度
を
変
え

て

従
来
と
ま
る

っ
き
り
逆

の
関
係
に
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
ま
で
は
ど
こ
で
鉄
砲
を
う

っ
て
も

よ
ろ
し
い
。
た
だ
保
護

し

な
け
れ
ば

な
ら
な

い
鳥
や
け
も

の
が

い
る
場
合
は
そ
れ
を
指
定

(18)
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す
る
、
あ
る
い
は
禁
猟
区
を
指
定
す
る
と

い
う
も

の
で
し
た
。

こ
れ
で
は
と
て
も
鳥
獣
保
護
は
で
き
ま

せ
ん

の
で
、
こ
れ
を
逆

に
し
て
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
狩
猟
を
す
る
場
合

に
は
猟
区
と
い
う

も
の
を

つ
く

っ
て
そ

こ
で
十
分
に

ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
楽
し
ん
で

い
た
だ
く
、
し
か
し
猟
区
以
外
は
い

っ
さ

い
禁
止
。
こ
の
猟
区

は
県
が
作

っ
て
も
日
本
猟
友
会

で
経
営

し
て
も
結
構
で
す
.
個

人
で
や

っ
て
も
結
構
で
す
。
十
分
採
算
が
と
れ
る
よ
う
に
入
場

料
な
り
狩
猟
料
を
と
れ
ば
い
い
の
で
す

か
ら
、
そ
う
い
う
猟
区

を

つ
く

っ
て
、
そ
こ
で
狩
猟
を
楽

し
ん
で
も
ら
う
。
そ
し
て
五

年
ぐ
ら
い
の
期
間
を
お
い
て
、
そ
の
間

に
猟
区
の
と
と
の
っ
た

県
か
ら
禁
猟
区

に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
束
す
。
以
上

四

つ
の
法
律
案
を
考

え
て
い
る
わ
け
で
す
。

無
過
失
賠
償
責
任
制
度
で
す
が
、
こ
れ
は
ご
承
知
の
よ
う
に

【.一年
こ
し
の
公
約

で
す
。
日
本

の
公
害
を
防

止
す
る
た
め
に
は

三
つ
の
大
き
な
基
本
的
な
柱
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

一
つ
は
要
す

る
に
経
済

の
開
発
を
自
然
と
調
和
さ
せ
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
で
す
。

次
に
公
害
行
政

の

=
兀
化
で
す
。
こ
れ
は
環
境
庁
が
で
き
ま

し
て
、
そ
れ
を
中
心
と
し
て
総
合
的
か

つ

=
兀
的
な
行
政
を
行

な

っ
て
い
ま
す
。
も

う

一
つ
は
無
過
失
賠
償
責
任
制
度
を

つ
く

る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
が
三
つ
の
基
本
的
な
物

の
考

え

方

で

す
。
す
で
に
経
済
と
自
然
保
護
な
り
環
境

保
全
と
の
調
和
に

つ

い
て
は
だ
い
た

い
そ
の
方
向
に
進
ん
で
お
り
ま
す
し
、
行
政

の

=
兀
化
も
実
現

し
て
い
ま
す
。
残
る
の
は
無
過
失
賠
償
の
責
任

制
度

の
問
題
で
す
。

こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
ご
承
知

の
よ
う
に
昨
年

の
国
会
で
、

山
中
総
務
長
官
が
中

心
と
な

っ
て
い
ろ

い
ろ
努
力

し

ま

し

た

が
、
不
幸
に
し
て
党
内

の
事
情
に
よ
り
提
案
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
し
か
も
当
時

の
山
中
君

の
案

は
非
常

に
軽

い
案
だ

っ
た

の
で
す
。
あ

の
案
が
通

っ
て
も
経
済
界
は
心
配
す
る
必
要
が
何

も
な

い
。
そ
う

い
っ
て
は
悪

い
が
毒
に
も
薬
に
も
な
ら
な
い
く

ら
い
の
も
の
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
さ
え
残

念
な
が
ら

い
ろ
ん

な
事

情
が
あ

っ
て
提
案
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今

年
の
国
会
に
は
何
と
し
て
も
提
案

し
な
け
れ
ば
な

ら
な

い

義
務

が
あ
り
ま
す

し
責
任
が
あ
り
ま
す
。
総
理
も
は
じ
め
か
ら

成
立
さ
せ
る
の
だ
と
言
明
し
て
お
り
ま
す
。
私
と
し
て
も

こ
れ

を
国
会
に
提
案

し
て
成
立
さ
せ
た
い
と

い
う
希
望
を
申

し
上
げ

て
そ

の
約
束
を

い
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
法
律
案
は
何

と
し

て
も
国
会
に
提
案

し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
提
案
す

れ
ば

必

ず
通
過

い
た
し
ま
す
。
野
党
か
ら
も
批
判

そ
の
他
は
あ

り
ま
す

が
、

こ
れ
は
提
案

さ
え
す
れ
ば
、
ど
の
政
党
も
成
立
に
は
必
ず

協
力

し
て
く
れ

る
と
思

い
ま
す
。
た
だ
問
題
は
提
案
で
き
る
か

で
き
な

い
か
と

い
う
微
妙
な
段
階
に
現
在

あ
る
わ
け
で
す
、
そ

の
内
容
に

つ
い
て
簡
単
に
申
し
上
げ

る
と
要
す
る
に
各

企
業
が

環
境
、
排
出
基
準
を
守

っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
集
合
す

る
と
必

ず

し
も
安
全
と

は
限
ら
な
い
。
そ

の
集
合

さ
れ
た
有
害
物

質
に

よ

っ
て
公
害
病
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う

な
場
合
法
律
的

に
は
無
過
失
で
す
が
、

し
か
し
現
に
公
害

病
が

発
生
す
る
以
上

は
だ
れ
か
が
責
任
を
も
た
な
け
れ
ば

な

ら

な

い
。
そ

こ
で
そ

の
よ
う
な
無
過
失

の
揚
合

で
あ

っ
て
も

、
公
害

病
が
発
並
し
た
場
合

に
は
企
業
側
が
そ
れ
に
対
し
て
責

任
を
お

わ
な

け
れ
ば
な

ら
な

い
と
い
う
考
え
方

で
す
。
無
過
失
、

無
過

失
と
申
し
ま
す
が
、
決
し
て
常
識
か
ら
考

え
れ
ば
無
過
失

で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
少
量
だ
か
ら
た

い
し
た
影
響
は
な
い
と

い
っ
て
も
、
少
な
く
と
も
人
間
の
健
康

に
あ
る
程
度
の
悪

影
響

を
与

え
る
も

の
を
出
す
以
上
は
無
過
失

で
は
な
い
と
思

う
の
で

す
。
た
だ
無
過
失
責
任
制
度
と
い
う

の
は
民
法
の
大
き

な
例
外

事
項

で
し
て
、
そ
こ
で

一
つ
の
大
き
な
法
律
上
の
論

争

に

な

り
、
な
か
な
か
法
律
案
が
ま
と
ま
ら
な

か

っ
た
わ
け
で
す
。
と

も
か
く
法
律
的

に
筋

の
通

っ
た
も

の
に
し
た
い
と
考

え

ま

し

て
、
し
か
る
べ
き
専
門
家
の
方

々
に
十
分
法
律

の
精
神
、
考

え

方
を
検
討

し
て

い
た
だ
き
、
法
的

に
は
何
ら
心
配
の
余
地
な
し

と
い
う
保
証
を
得
て
、
今
回
の
提
案
方
針
と
い
う
こ
と
に
な

っ

た
わ
け
で
す
。

こ
の
内
容
は
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
無

過
失
で
も
公
害
が
発
生
し
た
場
合

に
は
罪
を
お
わ
ね
ば
な
ら
な

い
と

い
う

こ
と
で
す
。

具
体
的

に
は
大
気
汚
染
防
止
法

と
水
質
汚
濁
防
止
法

の
改
正

案
と
い
う
形
で
無
過
失
賠
償
を
考

え
て
い
き
た
い
と
思

っ
て

い

ま
す
。
そ

し
て
、
そ
の
対
象
は
人
間

の
健
康
被
害
に
限
定

し
ま

す
。
当
然
人
間
の
健
康
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
と

い
う
意
見

が
各
方
面

か
ら
あ
り
ま
す
。

い
ろ
ん
な
財
産
、
た
と
え
ば
漁
業

の
赤
潮

の
問
題
な
ど
は
当
然
無
過
失

に
い
れ
る
べ
き
だ
と

い
う

正
し
い
意
見
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
今
回
は
と
て
も
そ
う

い
う

も

の
ま
で
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
も

の
ま
で

入
れ
ま
す
と

一
つ
の
独
立
法
案
に
な
り
ま
す
。
独
立
法
に
な
り

ま
す
と

二
年
や
三
年
は
か
か
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
い
う
と

公
約
を
果

た
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
と
り
あ
え
ず
入
間

の
健
康
被
害
に
の
み
限

っ
た
と

い
う
わ
け
で
す
。

ま
た
、

こ
の
法
案

の
も
う

一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
今
ま
で
水

俣
、
阿
賀
野
川
、
イ
タ
イ
タ
イ
病
な
ど
の
裁
判

で
み
る
よ
う
に

判
決
は
だ

い
た

い
無
過
失
責
任
制
度

の
方
向
に
進
ん
で
い
ま
す

が
、
現
在

の
民
法
で
は
過
失
が
な
け
れ
ば
責
任
が
な

い
と

い
う

考
え
方

で
す

の
で
、
被
害
者
が
企
業

に
対
し
て
勝
訴
す
る
た
め

に
は
因
果
関
係
を
患
者
自
身
が
立
証
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。

こ
れ
は
不
可
能
な

こ
と
で
、
患
者
自
身
に
そ
れ
だ
け
の
能
力
も

あ
り
ま
せ
ん
し
、
時
間
的
負
担
も
大
変
な
も

の
と
な
り
ま
す
。

こ
と
こ
ま
か
に
企
業
が
ど
の
よ
う
な
物
質
を
出
し
て
ど

の
よ
う

な
経
路

で
被
害
を
与
え
た
か
、
そ

の
物
質
が
本
当
に
患
者

に
被

害
を
与
え
る
有
害
な
物
質
で
あ
る

か
ど
う
か
、
ど
の
よ
う
な
経

路
で
被
害
を
与
え
た
か
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
の
証
拠
を
あ
げ
る
こ

(19)
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と

は
と
う
て
い
不
可
能

で
す
。

こ
こ
に
こ
の
問
題

の
解
決
が
遅

れ

て
き

て
い
る
理
由
が
あ
る
わ
け
で
す
。
幸

い
無
過
失
責
任
制

度

の
よ
う
な
物

の
考
え
方
で
裁
判
が
お
こ
な
わ
れ
る
傾
向

に
あ

り
ま
す

の
で
、
被
害
者
を
守

る
立
場
か
ら
.
こ
の
法
案

で
因
果

関
係
を
証
明
し
な
く
て
も
推
定

に
よ
っ
て
こ
れ
を
認
め
れ

る
と

い
う

こ
と
に
し
た
い
と
考

え
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ

っ
て

十
分

に
被
害
者

の
立
ち
場
が
救
済
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

さ

ら
に
硫
黄
酸
化
物
な
ど

の
複
合
汚
染
を
認
め
る
。

こ
の
二

つ
を
内
容

の
骨
子
と
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
他

に
も

い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
し
て
た
と
え
ば
中
小
企
業
、
こ
れ
は
あ

る
地
域

に

公
害

病
が
発
生
し
て
訴
訟
が
お

こ
さ
れ
ま
す
と
、
す

べ
て
そ
の

地
域
内

の
企
業
が
訴
え
ら
れ

る
対
象

に
な
る
わ
け
で
す
。
そ
の

よ
う
な
場
合
、
中
小
企
業

は
存
続

で
き
な
く
な
り
ま
す
、
し
か

し
中

小
企
業
の
公
害
に
対
す

る
寄

与
度
は
非
常
に
少
な

い
わ
け

で
す
。

そ
う

い
う
こ
と
で
寄
与
度

が
非
常
に
少
な
い
場
含

は
少

な

い
割

に
応
じ
て
少
な

い
責
任
を

お
え
ぱ
よ
い
と

い
う
考

え
方

も
と
り
入
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
に
対
し
て
は
い
ろ
ん
な
意

見
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば

健
康
被

害
だ
け
で
は
駄
口
だ
、
財

産
被
害
も
入
れ
な
け
れ
ば
駄

目
だ
と

の
意
見
。
も
ち
ろ
ん
先

ほ
ど
も
述

べ
ま
し
た
よ
う

に
こ

の
法
案

は
充
分
な
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
の
法
律

が
で
き
れ
ば
い
ず
れ
近
い
将
来
に
は
財
座
の
問
題
ー

財
産
と

い
う

の
は

い
ろ
ん
な
不
確
定
な
も

の
も
あ
り
う
る
が
少
な
く
と

も
加
藤

一
郎
東
大
学
長
の
指
摘
す

る
よ
う
な
農
業
、
漁
業

の
財

産

は
近

い
将
来
に
は
と
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え
て

お
り
ま
す
.
ま
た
こ
の
法
律

の
効
力
は
公
布
以
前
に
さ
か

の
ぼ

ら
な

い
と
い
う
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
て
さ
か

の
ぼ
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
さ

か
の
ぼ

ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
民
法

の
前
提
で
す

の
で
、

こ
れ

に
は
さ
か
ら
わ
な
い
と
い
う

こ
と
に
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
以

左 から武山理蕊,橋 本理事,大 石長官,高 田理事長,久 野理事

 

上

の
よ
う
な
点
を
だ

い
た
い
の
骨
子
と
し
て
法
政
局
と
接

衝

し

て
案

文
を

つ
く

っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に

つ
き
ま
し

て
は

必
ず

し
も
大
き
な
障
害
が
出

て

い
る
わ
け
で
は
あ

り

ま

せ

ん

が
、
何

と
な
く
何
か
が
前
に
立
ち

ふ
さ
が

っ
て
い
る
よ
う

な
感

じ
が

し
ま
す
。
た
と
え
ば
経
団
連
側

か
ら
す
で
に
総
理
あ

る

い

は
環
境
庁

に
対
し

「硫
黄
酸
化
物
は
絶
対
入
れ
て
は
こ
ま

る
。

因
果
関
係

の
推
定
は
駄
目
だ
。
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
企
業

は

つ
ぶ
れ

る
か
ら
と
り
の
ぞ

い
て
も

ら
い
た

い
」
と
い
う
申

し
入

れ
が
き

て
い
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
は
別
に
財
界
の
指
示
に
よ

っ
て

動
く
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
民
党
の
政
.調
会
が
中
心
と
な

っ
て
法
案

の
良
し
悪
し
を
判
断
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、

政
調
会

に
す
べ
て
を
委
だ
ね
て
、
正
し
い
判
断
を
し
て
も
ら
う
よ
う
努

力

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し

一
年
前
に
こ
れ
よ
り
も

っ
と
も

っ
と
内
容

の
低

い
も

の
で
さ

え
提
案
で
き
な
か

っ
た
こ
と
を
考
え
ま
す
と
、

一
抹

の

不
安
が
あ
る
わ
け
で
す
.
し
か
し
、
こ
れ
は
何
と
し
て
も
通
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
世
論

の
力
に

よ

っ
て
こ
の
法
案
が
困
会

へ
提
案

さ
れ
て
十
分
な
審
議
を
う
け

て
成
立
し
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
.願

っ
て
お
り
ま
す
。

安
成

(
水
産
経
済
)

自
然
循
還
で
人
命
に
損
害

を
与

え
る

よ
う
な
も

の
、
た
と
え
ば
農
民

の
財
産
で
あ
る
牛
や
豚
、
海

の

魚
、

こ
う

い
っ
た
も
の
が
仲
介

し
て
人
間
の
生
命
に
危
険
を
与

え
る
と
い
っ
た
問
題
に

つ
い
て
は
ど

の
よ

う

に

お

考

え
で
す

か
。答

い
ろ
ん
な
農
作
物
な
り
海
産
物
を
通
じ
て
人
間

の
健
康

に
.悪
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
ま
わ
り
道
を
し
た
だ
け

の
こ
と
で

人
間

の
健
康
に
被
害
を
与

え
た

こ
と
に
は
何
ら
変

わ

り

ま

せ

ん
,

で
す

か
ら
こ
れ
は
当
然
法
律

の
適
応
範
囲
に
入
る
と
思

い

ま
す
。
し
か
し
お
話
は
せ

っ
か
く
農
民

の
つ
く

っ
た
農
作
物
が

悪

い
水

と
か
排
気
に
よ

っ
て
悪
影
饗
を
与
え
ら
れ
た
場
合

、
損

害
賠
償
を
求
め
る
訴
訟
が
可
能

か
ど
う
か
と
の
ご
意
見

で
あ
ろ

う

か
と
思

い
ま
す
が
、
複
合
汚
染

と
因
果
関
係
を
入
れ
た
だ
け

で
も
非
常

に
提
案
が
む
ず
か
し

い
状
況
で
す

の
で
、
財
産

ま
で

入
れ
ま
す
と
ま
ず
提
案

は
で
き
な

い
と
思

い
ま
す
。

し
か
し
い

ず
れ
こ
の
法
案
が
通
過
し
た
後
、
近

い
将
来
に
は
で
き

る
だ
け

認
定
可
能
な
も

の
か
ら
と
り
入
れ
て
行
き
た
い
と
考
え

て
お
り

ま
す
。

武
山

(
口
経
)

複
合
汚
染

で
た
と
え
ば

【
例
と

し
て
光
化

学

ス
モ
ッ
グ

の
場
合
に
は
責
任
と

い
う
も
の
は
ど
の
よ
う
に
追

(20)



昭和47年4月10日 第26号

及
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
。

答

原
因
が
不
明
瞭
で
認
定

し
よ
う
が
な
い
も

の
に

つ
い
て

は
今
回
は
は
ず
し
ま
す
。

こ
う

い
う
も
の
は
と
て
も

一
つ

一
つ

法
律

で
規
定
で
き
ま
せ
ん
で
、
裁
判
所
の
判
断
に
ま

か
せ
る
と

い
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
.
ご
承
知
の
よ
う
に
裁
判

で
も
無
過

失

の
方
向

に
あ
る
わ
け
で
す

か
ら
、
こ
の
法
律
が
な
け

れ
ば
、

こ
の
問
題
が
解
決
し
な

い
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、

た
だ
裁
判

は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
法
律

が
で
き

れ
ば

こ
う
し
た
裁
判
の
時
間
短
縮
に
役
立

つ
も
の

と

思

い
ま

す
。
ま
た
企
業
側
も
告
訴
さ

れ
て
は
大
変
で
す
か
ら
用
心
す
る

と
思
う
。
そ
う
な
り
ま
す
と
自
分
だ
け
の
工
場
の
排
出
ば
か
り

で
な
く
、
中
小
企
業
の
排
川

に
対

し
て
も
こ
れ
を
協

力
さ
せ
る

よ
う
な
、
あ
る

い
は
そ
の
足
り
な
い
分
を
自
分

の
工
場

で
補

ッ

て

い
く
よ
う
な
方
向
に
ま
で
変

わ
る
可
能
性
も
あ
る
と
思

い
虫

す
。
こ
れ
に
関
係
し
て
重
要

な
の
は
補
償
す
る
場
合

の
財
源
の

問
題
で
す
.
こ
れ
は
仮

に
公
害
病
患
者
が
多
発

し
ま
す
と
莫
大

な
補
償
額

に
な
り
、
企
業
が
倒
産
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
、

こ

う

し
た
こ
と
は
離
ま
し

い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
そ
の
た

め
財
源
と

い
う
も
の
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
、

そ
れ
で
こ
の
法
案
を
作
る
時
、
事
務
当
局
に
も
、
補

償

の
た
め

の
財
源

の
こ
と
を
考
え
て
ほ
し
い
と
強
調
し
た
わ
け
で
す
。
た

と
え
ば
煙
突

の
数
に
応

じ
て
、
排
出
す
る
煙
の
量

に
応

じ
て
お

金
を
出

し
あ

っ
て
積
み
た
て
て
い
く
と
か
、

い
ろ
ん
な
考
え
が

あ
る
か
と
思

い
ま
す
、
そ
う

い
う
形

の
も
の
が
な

い
と
駄
目
だ

か
ら
考

え
て
く
れ
る
よ
う
に
と

い
い
ま
し
た
が
、
皆
考

え
て
お

り
ま
す
が
、
し
か
し
今
回
は

二
つ
の
法
律

の

一
部
改

正
で
す
か

ら
そ
こ
ま
で
は
無
理
で
す
。
別
個
に
法
律
が
で
き

る
ま
で
に
は

財
源
に

つ
い
て

一
つ
の
方
式
を
作

っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
と
考

え
て
い
る
わ
け
で
す
。
ど
う
な
る
か
具
体

的
に
は
ま
だ

わ
か
り
ま

せ
ん
。

武

山

も
う

一
つ
、
基
本

的
な
考

え
方
を
伺

っ
て
お
き

た

い

の
で
す
が
、
今
後
環
境
規
準
、

排
出
規
準
を
で
き
る
だ
け
強
化

し
て

い
く
方
向
で
あ
ろ
う
と
思

い
ま
す
が
、
こ
れ
と
公
害

防
止

の
技

術

と
の
関
連
で
す
が
、
規

準
を
強
化
し
て
技
術
開

発
を
お

い
こ

ん
で
い
く
と
い
う
姿
勢

で
環
境
庁
は
お
や
り
に
な

っ
て
い

る
の
で
す

か
。

答

二

つ
の
考
え
が
あ
る
わ
け
で
す
。
現
在
は
技
術

の
開
発

を
待

っ
て
、
そ
れ
と
歩
調
を
合

わ
せ
な
が
ら
基
準

の
方
向
を
き

び
し
く
し
て
い
こ
う
と

い
う

の
が

一
般
的
で
す
。
と

こ

ろ
が
自

動
車

の
排
気
ガ
ス
の
場
合

は
ア
メ
リ
カ
の
マ
ス
キ
ー
法

で
代
表

さ
れ

る
よ
う
に
タ
イ
ム
リ
ミ

ッ
ト
を
か
け
て
む
し
ろ
規
準

で
技

術
開

発
を
お

い
こ
ん
で
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
に

つ
い
て

は
わ
れ

わ
れ
も
同
じ
考
え
方
を

し
て

い
る
わ
け
で
す
。
こ
の
四
月
か
五

月
に

は
中
公
審
の
答
申
が
出

て
、

三
年
ー
六
年
以
内

に
今

の
排

気
ガ

ス
を
十
分

の

一
に
減

ら
す
よ
う
な
規
準
を

つ
く
り

ま
す
。

ま

た
、

こ
れ
は
私

の
個

人
的
な
考
え
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
、
光

化
学

ス
モ
ッ
グ
で
公
害
病

が
お

こ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま

せ
ん
、

光
化

学

ス
モ
ッ
グ

の
実
体

自
体
が
ま
だ
わ
か
り
ま
せ
ん
。

小

林

(
朝
日
)

無
過
失
責
任
と
補
償
財
源
と

の
関

係
に

つ

い
て
、
も
う
少
こ
し
具
体
的

に
話
し
て
ほ
し
い
。

答

環
境
基
準
と

い
う
も

の
は
わ
れ
わ
れ
が
健
康

で
明

る
く

暮

ら
す
た

め
の
ぞ
ま
し

い
規
準
な
わ
け
で
す

か
ら
、
よ

り
高
い

も
の

で
な
け
れ
ば
駄
[[
で
す
。

と
こ
ろ
が
今

の
は
、
ま
ず
健
康

を
損

な
わ
な

い
と
い
う
程
度

の
も

の
な
の
で
す
。
し
か

し
そ
れ

で
す

ら
も
達
成
ま
で
に
相
当
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
か

り
に
今

の
環

境
規
準

に
達
す
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る
段
階
を

A
と
す

る
と

そ

の
上

の
基
準
を

つ
く
り
た

い
と

思

い
ま

す
。

そ

し

て
、
各

々
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
将
来
は
公
害
税

の
よ
う

な
も

の

を
と

る
必
要
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
れ

は
あ
く
ま

で
ま

だ
私
個
人
の
バ
ク
然
と
し

た

一
つ
の
意
見
の
段
階

で
す
。

と
も

か
く
、
今

の
段
階
で
は
公
害
を
く

い
と
め
る
こ
と
が
大
事

で
す
。
ま
た
今
の
時
点

で
は
あ
る
程
度

の
こ
と
は

国

が

面

倒

を
み
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
思

い
ま
す
。
将
来

に
は
公
害

に
対
す

る
費
用
は
製
品

コ
ス
ト
に
折
り

こ
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
で
し
ょ

う
。野

田

(
野
田
経
済
)

無
過
失
責
任
賠
償
制
度
が
国
会
を
通

過
し
た
と
仮
定
し
て
、
そ
の
段
階

に
お
い
て
工
業
先
進
国
の
公

害
防
止
制
度
と
比
較
し
て
目
本

の
基
準
は
ど
の
程
度

に
な
る
の

で
し
ょ
う
か
。

答

私
も
は

っ
き
り
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
法
律
的
な
物

の

考

え
方
は
目
本

の
方
が
進
ん
で

い
る
の
で
は
な

い

で

し

ょ
う

か
。
た
だ
実
体
が
と
も

な
う
か
ど
う
か
別
と
し
て
、
世
界
で

一

番
進

ん
で
い
る
方
で
は
な

い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
ド

イ

ツ
だ
け

で
他
の
国
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

鎌
田

(
目
経
)

無
過
失
を
法
体
系
全
体
の
中
で
ど
う
位
置

づ
け
る

の
か
、
そ
の
問
題
意
識
が
や
や
か
け
て
る
よ
う
な
気
が

す

る
の
で
す
が

い
か
が
で
し

ょ
う

か
。
無
過
失
以
外

で
公
害
問

題

の
解
決

の
た
め
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
た
と
え

ば
立
地
政
策
、
産
業
構
造

の
転
換
政
策
な
ど
こ
う
し
た
条
件
整

備

に

つ
い
て
手
を

つ
け
ず
、
無
過
失
ば
か
り

い
く
ら
せ
め
て
も

公
害
問
題

の
総
合
的
な
解
決

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
で
し

ょ
う

か
。

答

お

ワ
し

マ
る
通
り
で
す
。

し
か
し
、
す

べ
て
を

一
度

に

一
緒

に
し
て
や
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
、
で
き
る
だ
け
国
民

の
希
望

の
強

い
も
の
か
ら
と
り
入
れ
て
行
き
た

い
と
思

っ
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
立
地

の
問
題
そ

の
他
に
つ
い
て
も
十
分
努
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
た
だ
ご
承
知

の
よ

う

に
立
地
の
問
題
に

つ
い
て
は
環
境
庁
と
し
て
は
権
限
が
非
常

に
小
さ

い
わ
け
な
の
で
す
。
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ゲ
ス
ト

エ
チ

ェ

ベ
リ

ー

ア

メ

キ

シ

コ
大

統

領

メ

キ

シ

コ

の

対

外

政

策

本
目
、
皆
様
方
に
お
会
い
で
き
て
大
変
嬉

し
く
思

っ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
機
会

に
皆
様

の
質
問
に
お
答
え
し
た
い
と
存

じ
ま

す
。
滞
在
中
、
日
本

の
新
聞
、
テ
レ
ビ
を
は
じ
め
各
界

の
方
が

た
が
メ
キ
シ

コ
を
理
解
し
よ
う
と
努
力
し

て
く
だ

さ

っ
た

こ

と
、
ま
た
わ
れ
わ
れ
を
大
変
暖
か
く
お
も
て
な
し
く
だ
さ

っ
た

こ
と
に
厚
く
感
謝
申

し
あ
げ
ま
す
。
わ
れ
わ
れ
メ
キ
シ

コ
人
も

同
様

に
、
両
園

の
接
近
と
理
解

の
た
め
に
積
極
的
に
努

力
し
て

お
り
ま
す
。

岩
村

(
口
経
)

経
済
面
に
お
け
る
今
回

の
来

口
の
成
果
に

つ
い
て
伺

い
た

い
。
ど

の
よ
う
な
こ
と
が
き
ま
り
、
今
後
ど

の

よ
う
な
形
で
両
国

の
経
済
関
係
が
拡
大

し
て
い
く
の
で
し
ょ
う

か
。答

今
回

の
来
日

の
お
も
な
目
的
は
政
治
的
な
関
係
を
深
め

る
こ
と
と
同
時

に
文
化
的
、
経
済
的
関
係
を
深
め
る
こ
と
に
あ

り
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
中

で
特
に
大
事
な
面
は
政
治
的
な
面

で
す
。
な
ぜ
な
ら
ば
世
界
的
平
和
が
何
よ
り
も
重
要
だ
か
ら
で

す
。
世
界
か
ら
核
武
装
を
解
除
す
る
と

い
う

こ
と
が
大
事
な

こ

と
で
す
。
同
様

に
世
界
各
国

の
生
活

レ
ベ
ル
を
向
上
さ
せ
る
こ

と
も
大
事
な
事
柄
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

こ
う
し
た
問
題
は
こ

昭
和

47
年

3
月

13

目

(金
)

帝
国
ホ
テ
ル

「
富

士

の
間
」

と
ご
と
く
政
治
的

な
問
題

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
経
済
的
な
面

に

つ
い
て
で
す
が
、

メ
キ
シ
コ
と

し
て
は

工
業
化
を
急

い
で
お
り
ま
す
。
メ
キ
シ

コ
は
当
面
天
然
資
源

の

利
用
、
労
働
力

の
利

用
を
で
き
る
だ
け
早
急

に
や
ら
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま

た
従
来

の
よ
う
な
天
然
資

源

の
輸
出

だ
け
で

な
く
、
製
造
品
を
輸

出
す
る
市
場
を
こ
れ

か
ら
探
が
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
わ
れ

わ
れ
も

こ
れ
か
ら
は
国
際
的
な
競
争

に
参

加
し
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
メ
キ
シ

コ
は
経
済
発
展

の
た

め
に
、
役
立

つ
国

々
と
多

い
に
取
引
き
を

し
て

い
き
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。

わ
れ
わ
れ
の
今
回

の
来
日
で
日
本

の
私
企
業
が
メ
キ
シ
コ
の

企
業
家
と
提
携

し

て
仕
事
を
進
め
る
と

い
う

こ
と
に
な
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
の
今
回

の
来
日
の
目
的
は
達

せ
ら
れ
る
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

楓

(東
京
新
聞
)

い
わ
ゆ
る
太
平
洋
圏
構
想
に
つ
い
て
大

統
領

の
ご
意
見
を
伺

い
た
い
。

答

私
も
太
平
洋

圏
と
い
う
も

の
を
考

え
な
け
れ
ば
な

ら
な

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
今
朝
私
は
新

日
鉄
君
津
製
鉄
所
を
視

察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
日
本
が
原
料
を
太
平
洋
側

諸
国
に
い
か
に
依
存

し
て
い
る
か
と
い
う
点
を
ま
ざ
ま
ざ
と
み

せ
つ
け
ら
れ
た
よ
う
な
次
第
で
す
。
太
平
洋
は
ひ
ろ
い
と
こ
ろ

で
す
が
、
航
空
機
等

の
発
達
に
よ
り
、
非
常
に
せ
ま
く
な
り

つ

つ
あ
り
ま
す
の
で
、

た
し
か
に
太
平
洋
圏
と

い
う
も
の
を

こ
こ

で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
私
は
感
じ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
日
本

に
と

っ
て
は
太
平
洋
圏
と

い
う
も

の
は

政

治

的
、
か
つ
経
済

的

に

い
ろ
い
ろ
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
い
る
の

で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
.

太
平
洋

の
む

こ
う
側

に
は
ア
メ
リ
カ
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸

国
が
あ
り
ま
す
。

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
諸
国
は
工
業
化
を
い
そ

い
で
お
り
ま
す

し
、
ま
た
日
本
に
食
品
関
係

の
輸
出
を
し
た

い

と
希
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
南
の
方

に
は
大
陸

や
多
く
の
島

々

が
存
在
し
て

一
つ
の
可
能
性
と
い
う
も

の
を
提
供
し
て
お
。9
ま

す
。
こ
れ
ら

の
地
域
と
は
常
識
的
な
政
治

同
盟
だ
け
で
な
く
、

広

い
意
味

の
同
盟
と
か
協
力
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な

い
か
と

思

い
ま
す
。

山
本

(毎
日
新

聞
)

メ
キ
シ
コ
も
昨
年

の
.夏
の
ア
メ
リ
カ

の
新
経
済
政
策

に
よ

っ
て
大
き
な
影
響
を
う
け
た

と

思

い
ま

す
。
メ
キ
シ

コ
政
府

は
そ
れ
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
対
策
を
と

ら
れ
た
の
か
、

あ
る

い
は
こ
れ
か
ら
と
ろ
う
と
考
え
て
お
ら
れ

る
の
か
。

答

昨
年
八
月

一
五
日
の
ア
メ
リ
カ
の
新

し

い
経

済

政

策

は
、
ま
さ
に
メ
キ
シ

コ
に
と
っ
て
は
晴
天

の

へ
き
れ
き
だ

っ
た

わ
け
で
す
。
メ
キ
シ

コ
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
相
当

の
輸

入

を

し
、
ま
た
輸
出
を
お

こ
な

っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
メ
キ

シ
コ
も
世
界
的
な

シ

ョ
ッ
ク
の
圏
外
で
は
な

か

っ
た

わ

け

で

す
。
わ
れ
わ
れ

の
国

で
は
す
ぐ
輸
出
業
者

に
対
し
て
税
金
の

一

部
を
払

い
も
ど
す

と

い
っ
た
手
段
を
講

じ
た
わ
け
で
す
。
ま
た

メ
キ
シ
コ
と
ア
メ
リ
カ
の
間
の
町
で
で
き
る
だ
け
ア
メ
リ
カ
か

ら

の
輸
入
を
お
さ
え
て
何
と
か
や
っ
て
い
こ
う
と
キ

ャ
ン
ペ
ー
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ン

を

は

じ

め

た

わ
け

で
す

、

そ

し

て

、

ニ
ク

ゾ

ン

シ

ョ

ッ

ク

の

四

か

月

後

ぐ

ら

い
か

ら
よ

う

や

く

メ

キ

シ

コ
の
経

済

に

満

足

す

べ
き

き

ざ

し

が

あ

ら

わ
41

て

き

た

わ

け

鴨、
す

、

衷

た

昨

年

末

に

お

こ

な

わ

れ

煮

し

た
通

貨

の

再

調

整

と

い
う

の
は

た

し

か

に

世

界

的

な

均

衝

を

も

た

ら

し

つ

つ
あ

る

の

で

は
な

い
か

と

考

え

ま

す

.

今

険

世

界

各

国
間

の
.取

引

関

係

が

も

,
と
白

由

に
行

な

え

る

よ

う

に

な

る

の
で

は
な

い

か

と

思

い
豪
す

.

三

好

(
朝
肖U

新

聞

)

ズ

キ

シ

コ
は

ニ
ツ

ソ

ン
の

訪

中

上
州
明

以

前

に

中

国

と

国
交

を
樹

蹉

レ
、㌔
れ

て

お

り

雲
す

.

そ

こ

で

ど

キ

シ

」

の
今

後

の
恩

中
国

政

策

、

と

く

に
貿

勢

や
経

済

交

流

の
見

.山

し

た
、
ど

に

つ
い
て
伺

い
た

い

。

答

一
九

七

一
年
、
国
際
連
ム
ロ
に
お
き
ま
し
て
た
ま
た

ま
中

国
の
問

題

に
な
り
ま
し
た
時

に
、
私

は
意
兇
を

の
べ
ま

し

た
.

そ
の
時

、

わ
れ
わ
れ
は
ア
メ
リ
カ
と
中
国
の
問
が
ど
う
な

る
の

か
わ
か

り
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
私
は
中
国
と
台
湾

の
領
上

は
法
律

的
に
は
は

っ
き
り
し
な

い
が
、
不
可
分

に
あ
る
と

申

し

上
げ

た
わ
け
で
す
。
の
ち
に
十
月

に
な

っ
て
か
ら
共
同
声

明
が

な
さ
れ
雲

し
て
、
私
の
い

り
た

こ
と
が
う
ら
づ
け
ら
れ
た

こ
と

に
な

っ
た

わ
け
で
す
、

た

し
か

に
わ
れ
わ
れ
の
よ
う
な
軍
事
而
、
経
済
面
で
強

ヵ
で

な
い
国

々
は
、
金
持
ち
の
国
も
貧

乏
な
国
も
共
存
で
き

る

と

い

う
権
利

を
行
使

で
き
る
よ
う
な

こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば

な

ら
な

一
わ
け
で
、
わ
れ
わ
れ
が
東
」凧
に
き

て
か
ら
、日
本
の
各
種

団
体

が
中
国

に
渡

っ
て
い
ろ
い
ろ
話

し
瓜
口
い
を
す
す
め
て
い
る

と

い

う

こ
と
を
き
き
ま
し
て
嬉
し
く
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

ソ
連

と
も
協

定
が

で
き
て
、
石
油

の
開

発
が
行
な
わ
れ
る
と

い
う
話

も
き

い
て
お
り
ま
す
、
こ
う
し

て
古

い
争

い
だ
と
か
政
治

的
争

い
は
だ
ん
だ
ん
緩
印
さ
れ
虫
し

て
経
済
的
な
而
で
提
携
さ

れ
る

と

い
う

傾
向

は
い
い
こ
と
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

山
本

(
毎

日
新
聞
)

O
A
S

(米
州
機
構
)
に
厨
す

る
メ

キ
シ

コ
政
府

の
基
本
的
見
解
を
飼

い
た

い
。
必
要

と

す

る

の

か
、

そ
れ
と
も
な

い
方
が

い
い
と
考

え
る
の
か
、
ま
た
は
改
組

し
た
方

が

い
い
と
考
え
て
い
る

の
か
:
…
・。

答

こ
の
機
構
は
私
と
し
て
は
強
化
し
た
方
が

い
い
の

で
は

な

い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ラ

テ
ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、

一
つ
の
目
的
を
も

っ
・こ
は

っ

き
り
さ
せ
、
も

つ
と
協
力
し
た
方

が

い
い
の
で
は
な

い
か
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
前
か
ら
ラ
テ

ン

・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
、

バ
ラ

バ
ラ
な
国
ぐ
に
で
あ
る
と

い
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
も

っ
と

ラ

テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
は
お
互

い
に
協

力
し
て
発
展
し
な
け

れ
ば

い
け
な

い
と

い
う

こ
と
を
痛
感

し
て

い
ま
す
。

質
問

(
朝
日
新
聞
)

チ
リ
ー
の
サ

ン
チ
ャ
ゴ
で
第

三
回

の

国
連
貿
易
開
発
会
議
が
開
か
れ
ま
す
が
、

こ
の
会
議

に
対
す
る

メ
キ
シ

コ
政
府

の
基
木
的
立
ち
場
に

つ
い
て
伺

い
た

い
。

答

メ
キ
シ

コ
は
こ
の
会
議

で
、
虫
だ
に
業
化
さ
れ
て
な

い

国
ぐ
に
と
工
業

の
発
達
し
て

い
る
国
ぐ
に
と
の
問

の
問
題

に

つ

い
て
話

し
合

い
た
い
と
思

っ
て
お
り
案
す
、
も
し
今
後

工
業
国

が
開
発
途
上
国

の
面
倒
を
み
な

い
な
92
、
りて
こ
に
問
題
あ

る
い

は
争

い
が
発
生
す
る
と
思

い
ま
す
。
開
発
途
L
国
が

工
業
化
を

押
し
進

め
る
際
、

一
方
的
な
平
等

で
な

い
立
ら
場
で
お
し

つ
け

ら
れ
る
と

い
う
形

の
援
助
は
ま
ず

い
と
思

い
玄
ナ
.

先
進
国
が
開
発
途
上
国
を
差
別
的
に
あ

つ
か
う
と

い
う

こ
と

が
あ

っ
て
は
な
ら
な

い
と
思

い
ま
す
。
も
し
過
去

に
く

ら
べ
て

海
外
援
助
、
協
力
が
、
よ
り
健

康
な
立
ち
場
で
行
な
わ
れ
る
な

ら
ば
、
世
界

の
平
和
は
よ
り
恒

久
的
な
も
の
に
な
る
と
私
は
思

い
ま
す
。

菅
野

(
口
経
)

来
口
前

と
実
際

に
ロ
本
を
ご
覧

に
於

っ
た

現
在
、
日
木
・に
対
す
る
で
メ
ー
ジ
は
ど

の
よ
う
に
変

わ
り
粛
し

た
か
。

答

私

の
も

り
て
お
り
ま
し
た
イ
メ
ー
ジ
と
い
う
も

の
は
、

実
際
日
本

に
き
て
昆
た
り
聞

い
た
り
し
て
、
た
し
か
に
そ
の
通

り
で
あ

っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
日
本
は
こ
こ
四
半
世
紀

の

問
に
お
ど

ろ
く

べ
き
発
展
を

と
げ

て
き
た
と
思

い
吏
す
。

⇔
円

日
啓
尻

.
九
二
二
年

四
五
年

四
七
年

五
七
年

六
四
年

七
〇
年

国
島
孚
電
臥
曽

大
統
領
略
歴

メ
キ
シ
コ
市
生
ま
れ
。

メ
キ
シ

コ
国
立
自
治
大
学
卒
業

同
大
学
助
教
授

立
憲
革
命
党
官
房
長

内
務
大
臣

大
統
領
に
就
任
。
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会
員
は

一
割
引

で

帝
国

ホ
テ
ル
に
泊
ま
れ
ま
す

こ
の
た
び
帝
国

ホ
テ
ル
で
は
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ

の

会
員
に
限
り
、
帝
国

ホ
テ
ル
の
宿
泊
料
を

一
〇
パ
ー
セ

ン
ト
割
り
引
き
す

る
制
度
を
設
け
ま
し
た
。
会
員

の
皆

様
、
ご
上
京

の
節

は
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

一
、
割
り
引

き
の
特
典
は
客
室
料

の
み
で
す
。

二
、
ご
利
用

の
場
合

は
、

フ
ロ
ン
ト

で
日
本
記
者
ク

ラ
ブ

の
会
員
証
を
ご
提
示
く
だ
さ

い
。

三
、
帝
国
ホ
テ
ル
の
標
準
料
金
は

つ
ぎ

の

通

り

で

す
。

東

館

シ

ン
グ

ル

四
査

～
六

ツ

イ

ン

窄
孤
～
七
・
五

セ
ミ

・
ス
イ

ー

ト

δ

ス
イ
ー

ト

三
～

豆

本

館

u
鉦

～

八

八
銑

～

=

.
ゴ

●
∬
～

一
八

天

～

=三

(
税

金

・
サ
ー

ビ

ス
料

別

同

タ

ワ
ー
階

九
・
五

二
～

=
♂
五

ヨ
～

一八

一6
～
四
八

単

位
千
円
)

共
同
通
信
社
か
ら
E
P
の
寄

贈

共
同
通
信
社

か
ら

一
九
五
三
年

一
月

号
か
ら

一
九
六

九
年
ま
で
の
製
本
済

み

の

国
】)
目
目
O
閃

帥

℃
q
匂σ
い
¥

ω
=
団
国

が
記
者

ク
ラ
ブ
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
会
員

の
皆
さ
ま
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

第

一
号

は

西
村

関

陶
氏

へ

1

記
者
ク
ラ
ブ
の
カ
フ
ス
セ
ヅ
ト
ー

日
本
記
者

ク
ラ
ブ

の
会
員
の
し
る
し
カ

フ

ス
、
タ
イ

ピ

ン
セ
ッ
ト
は
ク
ラ
ブ
ゲ

ス
ト

へ
の
記
念

品

に
も
使
用

さ
れ
る
が
、
そ
の
第

一
号
が
3
月
15
日

の
夕
食
会
ゲ

ス

ト
西
村
関

一
参
議

院
議
員

に
贈
ら
れ

た
。

ま
た
、
こ
の
セ

ッ
ト
を
買

っ
た
会
員

の
方

か
ら
、
さ

ら
に
金
製
の
も

の
も

ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
目
下

「
和
光
」
と
交
渉
中

で
す
。

カ
ツ
ス

。
タ
イ
ピ

ン
セ
ヅ
ト

六
千
円

力
7
ス

三
千

五
百
円

タ
イ
ビ

ン

ニ
千
五
百
円

ご
希
望
の
方
は
事
務

局
あ
て
お
申
し
込

み
く
だ
さ

い
。

四

月

行

事

予

定

1
日

(
土
)
正
午

～
午
後
2
時

渡
辺

武

ア
ジ
ア
開
銀

総
裁

昼
食
会

帝
国

ホ
テ
ル
3
階

〃
鶴

の
問
〃

4

日

(
火
)
午

後

11
時
～
11
時
50
分

ペ
レ

ス
ー
ゲ
レ
ロ

ζ
2
0
↓
〉
∪

事
務

局
長

記
者
会
見

ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム

了
日

(
金
)
午

前

10
時

30
分

ロ
レ

ン
ソ

・
ゲ
レ
ロ

・
ニ
カ
ラ
グ

ア
外

相

記
者
会
見

8

日

(
土
)
正
午

～
午
後
2
時

竹
入
義

勝
公
明
党
委
員
長

昼
食
会

ホ
テ

ル
プ
ラ
ザ

(
大
阪
)

3
階

〃
綴
”

15
日

(
土
)

12
時

30
分
～
2
時
30
分

ス
ト

ロ
エ
ス
ネ
ル

・
パ
ラ
グ

ア
イ
大
統

領

昼
食
会

帝
国
ホ
テ

ル
4
階

「
桜
」

13

日

(
木
)
午

後

2
時

30
分
～
4
時

30
分

エ
ス
プ

リ
編
集
長
ド

ム
ナ

ッ
ク
氏
講
演

会

ク
ラ
ブ

。
ル
ー
ム

%
日

(
水
)
午
後

3
時
～

O
A
U
ダ

ッ
ダ
議
長

(
モ
ー

リ
タ

ニ
ア

大
統
領

)
記
者
会
見
ク
ラ
ブ

・
ル
ー
ム

27
日

(
木
)
午
後

5
時
30
分

懇
親

会

「
韓
国
の
夕
」

帝
国

ホ

テ
ル
4
階

「
桜
」
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